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鋼製台座・支点部補強詳細図（その1）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名
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1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

3.15C箇所はすべて溶接後に埋戻すこと。
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鋼製台座・支点部補強詳細図（その2）

図示

事務所名
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4.部材寸法、ボルト孔明け位置は現地計測を行い、

  その結果を反映し最終決定すること。
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鋼製台座・支点部補強詳細図（その3）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道 　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

鋼製台座高さ押え寸法
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鋼製台座・支点部補強詳細図（その3） S=1/40
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3.15C箇所はすべて溶接後に埋戻すこと。

4.支承セットボルトのワッシャーと

  銅製台座のリブ溶接が干渉する部分は

  溶接ビードをカットすること。

2.      溶接記号は完全溶け込み溶接とする。(F.P溶接)
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鋼製台座・支点部補強詳細図（その4）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体
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鋼製台座・支点部補強詳細図（その5）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体
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鋼製台座・支点部補強詳細図（その6）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名
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エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体
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先
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9
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2

(開先区間)9

3
5°

2
上側

下側

上側

下側
上側下側

上側下側

4.部材寸法、ボルト孔明け位置は現地計測を行い、

  その結果を反映し最終決定すること。
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鋼製台座・支点部補強詳細図（その7）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

鋼製台座・支点部補強詳細図（その7） S=1/40

注記)

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

3.15C箇所はすべて溶接後に埋戻すこと。

2.      溶接記号は完全溶け込み溶接とする。(F.P溶接)

A1 外主構 L側,R側[1組分] A1 中主構
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0
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0
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1 - COV PL 550 x 9 x  494
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1 - DIA PL 470 x 16 x  480

1180

315 550 315276 508 276

A1橋台 桁端部延長詳細図
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370 350
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6

(下図は外主構R側を示し、外主構L側は中主構(CL)に対して線対称とする)
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C
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FE

2 - WEB PL 1408 x 19 x  911

1 - U.FLG PL  500 x 16 x  661(SM490YA)

1 - COV PL 600 x 9 x  496

1 - L.FLG PL 1180 x 25 x  965(SM490YB)
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2 - WEB PL 1736 x 25 x  911(SM490YB)
1 - TOP PL  550 x 14 x  720 1 - TOP PL  600 x 14 x  720

7
8

28
1
72
6

2
5

撤去図 S=1/50

側 面 図

現状図フランジ、ウェブとも撤去

切断後グラインダー仕上げ
補強後

側 面 図
750

A1
A120

20

1 - COV PL 550 x 8 x 1420(SS41)

1 - L.FLG PL 750 x 16 x  20(SS41)

撤去材料(外主構):各1

1 - U.FLG PL 470 x  9 x  12(SS41)

2 - WEB PL 212 x 19 x 1400(SS41)

1 - TOP PL  550 x 25 x  20(SM58)

1 - COV PL 600 x 8 x 1742(SS41)
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撤去材料(中主構):1

1 - U.FLG PL 500 x 12 x  12(SS41)

2 - WEB PL 212 x 25 x 1728(SS41)

1 - TOP PL  600 x 28 x  20(SM58)
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置

図
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桁端部延長

(外主構)

桁端部延長

(中主構)
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外主構L側

外主構R側

外主構L側

外主構R側

P1側
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側
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側
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1 - COV PL 550 x 9 x  962 1 - COV PL 600 x 9 x 1282

7 8
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※5印部
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°
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※5※5
6

9
59

.8
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0

★

★

★

★

★

★

★
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4.★は、既設取り合い部の現地計測結果を反映すること。

★

★

★

5.部材寸法、ボルト孔明け位置は現地計測を行い、

  その結果を反映し最終決定すること。
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鋼製台座・支点部補強詳細図（その8）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

鋼製台座高さ押え寸法

G - G

LEVEL

鋼製台座・支点部補強詳細図（その8） S=1/40

A2橋台 L側,R側（外主構）<1/2>[1組分]

注記)

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

3.15C箇所はすべて溶接後に埋戻すこと。

4.支承セットボルトのワッシャーと

  銅製台座のリブ溶接が干渉する部分は

  溶接ビードをカットすること。

2.      溶接記号は完全溶け込み溶接とする。(F.P溶接)

側面図
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7
7.
5
2
8
7
.
5

1
4
5

50

1
0
6
0

215 530 500 530 215

1990

20202020

250250

8
0
0

3
6

4
2
2

2
2

420 490 420

1330

Web PL②

H - H

15 394 22 468 22 394 15

Web PL 詳細図

195530195

1950

4
1
1
.
3

468

4
1
3
.
4
<
4
3
0
.6
>

2 - PL 433x22x1950 1 - PL 413<431>x22x468

1

Base PL 詳細図

110300217.5110

215

5
0

1
4
5

1
7
0

1
65

1
6
5

2
87
.
5

7
7
.
5

2
74

5
0

1
4
5

1
7
0

1
65

1
6
5

2
8
7
.
5

7
7
.5

1
0
6
0

22

215 530 530 215

1990

4
20

4
9
0

4
2
0

1
3
3
0

530530215

1990

1
0
6
0

1
2

孔径φ28.5

1252.5

1 - PL 1060x22x1990

ザグリ φ192

1
3
3
0

22

1 - PL 1330x22x1990

ワンサイドワンサイド

6 - MUTF 24-80

16 - TCB M24x120(S10T)

既設部材切断(撤去)箇所

配置図

110300217.5217.5300217.5217.5300110

P1A1 P2 P3

P4L

1
7
0
0
0

1
7
0
0
0

450 78400 80000 80000 80000 450

319300

P7 A2P6P5P4R

45078400800008000080000450

319300

1
6

ボルトボルト

深さ17mm

15
C

170

1
9
0

1
9
0

16- φ19

7

19 470 19

300

40
0

825

2
9
5

4
7
0

2
95

1
0
6
0

6
0
5

孔径φ28.5

500

215530500530215

1990

H

Base PL②

195530530195

20 1950 20

1990

Web PL①

Rib PL④

A

H

10
5

Rib PL⑤

Base PL①

4
1
1
.
1

4
32
.
9

1.10%

Rib PL⑥

500

A2

4301150

4
8
0

9

1
6
5

1
6
5

1
70

500

A

2
2

ガセット PL
t=9

ワンサイドボルト
孔径φ25.0

ワンサイドボルト
孔径φ25.0

Rib PL⑦

310910

Rib PL③

Rib PL② Rib PL①

Rib PL①

500530

8
0
0

16
3
6

2
2

4
2
2

2
2

3
0
9 10

5

中主構

外主構R側

外主構L側

孔径φ26.5孔径φ26.5

10
5

(現場孔明け)

(現場孔明け) (現場孔明け)

既設RIB
切断・撤去

撤去材料

4 - RIB PL 90 x 9 x 150(SS41)
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(本図は外主構R側を示し、外主構L側は中主構(CL)に対して線対称として製作する)
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5.部材寸法、ボルト孔明け位置は現地計測を行い、

  その結果を反映し最終決定すること。
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鋼製台座・支点部補強詳細図（その9）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体
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鋼製台座・支点部補強詳細図（その9） S=1/40

A2橋台 L側,R側（外主構）<2/2>[1組分]

配置図
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注記)

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

3.15C箇所はすべて溶接後に埋戻すこと。

2.      溶接記号は完全溶け込み溶接とする。(F.P溶接)
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1
1

3
1

15
C

38

下
弦
材

側

下弦材側

<
4
.
5
>

<
4.
5
>

<
4.
5
>

103.3

85

1
5
5

1
7
7
.
5

補強プレート 詳細図

1 - PL 178x 9x 104

1
7
7
.
5

7
7
.
5

62.5
217.5300217.5217.5300110

孔径φ28.5

1 - PL 178x16x1425

補強-1 補強-2

45 1380

2
2
.
5

7
7
.
5

1
5
5

9

35°

2

(
開

先
区
間
)

(開先区間)

1425 (開先区間)

9

3
5°

2

16

3
5° 2

4.部材寸法、ボルト孔明け位置は現地計測を行い、

  その結果を反映し最終決定すること。

40 155 81
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鋼製台座・支点部補強詳細図（その10）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

側面図

A2

250530500530250

2060

Rib PL④

330530530330

15222015

2250

G

G

Rib PL⑤

A2

A - A

中主構

20

1653x170=5102703x170=510165

250530500530250

2060

8
5

3
4
0

8
5

1
1
8
0

G - G

250

202020

250

9
0
0

2
5

36
4
36

2
2

Web PL① Web PL②

50915 22 498 22 509 15

535 520 535

1590

20
3
7
0
.8

2
0

4
1
0
.
8

235530530235

2030 9595

2220

2 - PL 433x22x2220

498

4
1
3
.
4
<
4
3
0
.
6
>

1 - PL 413<431>x22x498

1

Web PL 詳細図

85
3
4
0

1
6
5

1
6
5

3
40

8
5

3
3
0

1653x170=5102703x170=510165

250 530 530 250

2060

孔径φ28.5

ワンサイドワンサイド

 1 - PL 1180x22x2060

 6 - MUTF 24-90

20 - TCB M24x130(S10T)

5
2
0

3
3
0

1
1
8
0

345 530 530 345

2250

5
35

5
2
0

5
3
5

1
5
9
0

1 - PL 1590x22x2250

1 2

Base PL 詳細図

85
3
4
0

1
6
5

1
6
5

3
40

8
5

1
1
8
0

22

1
5
9
0

22

既設部材切断(撤去)箇所

Base PL②

Rib PL⑦

Base PL①

ボルトボルト

ザグリ φ402
深さ17mm

1 5
C

250 250

2
7
0

2
7
0

16- φ27

Rib PL⑥

4301200 25 500 25
4
8
0

1
2

370

400

785

3
4
0

5
0
0

3
4
0

1
1
8
0

7
8
0

500

2
0

3
9
3
.2

2
0

4
3
3
.2

1.10%

1
6
5

1
6
5

3
4
0

7

500

2
2

ガセット PL
t=9

ワンサイドボルト
孔径φ25.0

ワンサイドボルト
孔径φ25.0

Rib PL②

Rib PL③ Rib PL①

Rib PL①

500

500

既設RIB切断・撤去

鋼製台座・支点部補強詳細図（その10） S=1/40

A2橋台 <1/2>（中主構）

注記)

1.特記なき材質は全てSM490YBとする。

3.15C箇所はすべて溶接後に埋戻すこと。

4.支承セットボルトのワッシャーと

  銅製台座のリブ溶接が干渉する部分は

  溶接ビードをカットすること。

2.      溶接記号は完全溶け込み溶接とする。(F.P溶接)

配置図

P1A1 P2 P3

P4L

1
7
0
0
0

1
7
0
0
0

450 78400 80000 80000 80000 450

319300

P7 A2P6P5P4R

45078400800008000080000450

319300

中主構

外主構R側

外主構L側

4
3
4
.
4

9
0
0

2
5

3
6

2
2

4
2
2

2
2

4
6
3

2
0

4
0
9
.
6

既設RIB切断・撤去

(現場孔明け) (現場孔明け)

孔径φ28.5
(現場孔明け)

350 375 300 375 350

孔径φ26.5孔径φ26.5

ジャッキアップ補強PLは、

別図のジャッキアップ図に示す。

10
5

10
5

10
5

10
5

10
5

10

5

F

F

7

Rib PL⑧

22 498 22

Rib PL⑧ Web PL②Web PL③

2 3< >

撤去材料

4 - RIB PL 110 x 9 x 150(SS41)

孔径φ28.5
(現場孔明け)

AA

BBC C

B - B

C - C

ジャッキアップ補強PL

t=36

FILL PL-3
t=47,4.5

FILL PL-1
t=36

FILL PL-2
t=31,4.5

FILL PL-3

補強-1
t=9

補強-1
t=9

下フランジ
t=25

2853x170=510170

965

8
5

3
4
0

1
6
5

1
6
5

3
4
0

8
5

1
1
8
0

965218.4

53.4
165

218.4

8
5

1
4
2
.
7

2
27
.
7

88.4

1
8
0

900300

1
1
0

6
0
0

1
1
0

孔径φ28.5
孔径φ28.5

孔径φ28.5

孔径φ26.5

※1印部

9

35°

2

6

※1

2
2
7
.
7

8
5

3
4
0

1
6
5

1
65

3
4
0

85

1
1
80

1653x170=510651653x170=510165

7405470840

8
5

951
8
0

孔径φ28.5

1
8
0

孔径φ28.5

孔径φ28.5

孔径φ26.5

D

D

E

E

7

F - F

 2 - PL 228x9x218(SM490YA)

2553025

1
5

7
9
0

1
5

"a"

FILL PL-4

鋼製台座高さ押え寸法

LEVEL

4
7
8
.
4

4
6
6

4
5
3
.
6

1.10%

7
9
5

7
9
5

1125 1125

3
7
5

3
0
0

3
7
5

40
C

40C

外
主

構
R
側

外
主
構
L
側

P7側

ジャッキ
アップ補強

FILL PL-2

t=36

Rib PL①

Rib PL①

170270

170270

200170100

5

3
2

A2

中主構

t=47,4.5

5.部材寸法、ボルト孔明け位置は現地計測を行い、

  その結果を反映し最終決定すること。

Rib340500

下フランジ

FILL PL-1

D - D

15C溶接後埋戻し

2
5

3
6

2
2

3
2

9

4
7

2
2

340500

E - E

160 180 補強-1

FILL PL-3

15C溶接後埋戻し

Rib

下フランジ

2
5

3
6

2
2

ジャッキアップ補強
4
.
5

15

"a" 詳細図

既設Sole PL

FILL PL-4

530

2
5

2
5

6
2
2

3
6

2
7
.9

3

2
2
.
1

9

1.10%

4
.
5

4
.
54
.
5

 11     51



鋼製台座・支点部補強詳細図（その11）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

開先形状

120130

250
1
5
0

7
5
09
00

4 - PL 250x20x900

N

304205

509

2
0

H2
2
0

H
1

n - PL 509x22xH1

1

15C

15C

4

5

6

7

H1 H2

413 373

419 379

425 385

431 391

n

2

2

2

2

N

8

15C 15
C

498

1
5
0

2
0
03
5
0

70 358 70

R5
0

2 - PL 350x22x498

9

4

9

4

2

3
2

2 - PL 250x20x900

1 - PL 300x32x760

9

座ぐり孔 φ55x深さ20
座ぐり孔 φ55x深さ20

70 230

230 7050 250

250 50
300

300

45
3
x1
7
0
=
5
1
0

2
05

4
5

3
x
1
7
0
=
5
10

2
0
5

7
6
0

1
3
0

5
3
0

1
0
0 1
0
0

5
3
0

1
3
0

7
6
0

7
5
0

1
50

9
0
0

130 120

250

3
2

9

4

9

4

50 250

300

5
0

φ20吊孔

140

7
5
0

1
50

9
0
0

130120

250

3
2

9

4

9

4

50250

300

5
0

φ20吊孔

140

1.10%

100530130

20 20

760

A2

3
2

1.10%

100530130

20 20

760

A2

3

2 - PL 250x20x900

1 - PL 300x32x760

1 - PL 1180x36x740

2 - PL  180x31x470

 2 - PL  180x4.5x470(SS400) 

2 - PL  180x47x840(SM520C-H)

 2 - PL  180x4.5x840(SS400) 

1 - PL 530x11x790(SM400A)

 1 - PL 530x4.5x790(SS400) 

FILL PL-4

7
9
0

530

93 6

60
° 4

5°

6
2

12 2

20
A2

(ガウジング側）

15
C

9

鋼製台座・支点部補強詳細図（その11） S=1/40

A2橋台 <2/2>（中主構）

配置図

P1A1 P2 P3

P4L

1
7
0
0
0

1
7
0
00

450 78400 80000 80000 80000 450

319300

P7 A2P6P5P4R

45078400800008000080000450

319300

中主構

外主構R側

外主構L側

注記)

1.特記なき材質は全てSM490YBとする。

3.15C箇所はすべて溶接後に埋戻すこと。

2.      溶接記号は完全溶け込み溶接とする。(F.P溶接)

Rib PL 詳細図

9

フィラープレート 詳細図

FILL PL-2FILL PL-1 FILL PL-3

85
3
4
0

1
65

3
40

8
5

1
1
8
0

1653x170=51065

740

孔径φ28.5

孔径φ28.5

孔径φ26.5

1
6
5

470

200170100

85
9
5 1
8
0

1653x170=510165

840

孔径φ28.5

4 0
C 8
5

9
5 1
8
0

孔径φ28.5

座ぐりPL現場溶接要領

9 9 9

座ぐり孔詳細

φ55

1
2

2
0 3
2

<
4
.
5
>

<
4.
5
>

<
4
.
5
>

15
C

47

下弦材側

53.4
165

218.4

8
5

1
4
2
.
7

2
2
7
.
7

孔径φ28.5

補強プレート 詳細図

 1 - PL 228x9x218(SM490YA)

補強-1（外主構L側） 補強-1（外主構R側）

1
4
2
.
7

8
52
27
.
7

53.4165

218.4

孔径φ28.5

 1 - PL 228x9x218(SM490YA)

1
80

4
7.
7

88.4
130

4
7
.7

1
8
0

88.4

130

(
開

先
区
間
)

(開先区間)

9

35°

2

9

35
° 2

(
開
先

区
間
)

9

35°

2

(開先区間) 9

3
5° 2

4.部材寸法、ボルト孔明け位置は現地計測を行い、

  その結果を反映し最終決定すること。
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鋼製台座・支点部補強詳細図（その12）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

鋼製台座・支点部補強詳細図（その12） S=1/40

注記)

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

3.15C箇所はすべて溶接後に埋戻すこと。

2.      溶接記号は完全溶け込み溶接とする。(F.P溶接)

A2 外主構 L側,R側[1組分] A2 中主構

1060

B

B

A

A

1
6

1
39
8

1
4

21 470 19 2119

4
8
0

9
0
2

1
6

4
9
6

255 550 255

1060

550

1180

290 600 290

25 500 25 2525

600

2
5

1
7
26

4
8
0

1
2
3
0

1
4

2
5

4
9
6

1
2
82

550

600

1 - U.FLG PL  470 x 16 x  661

1 - COV PL 550 x 9 x  494

1 - L.FLG PL 1060 x 16 x  840

1 - DIA PL 470 x 16 x  480

1180

315 550 315276 508 276

A2橋台 桁端部延長詳細図

1
6

1
42
8

1
6

4
8
0

430 720

370350

9

1
4

230 720

1150

170.1

200

550

12

17

720

370350

430

1
6

F

230 720

170

1150

200

550

1
7
6
5

2
5

1
7
2
6

14

4
8
0

1
2
30

12

430 720

370350

9

E

23

1
28
2

1
6

9
02

1
3
9
8

2
5

1
3
98

1
6

1.10%

1.10%

1
6

(下図は外主構R側を示し、外主構L側は中主構(CL)に対して線対称とする)

40C

40
C

※2 ※4
中主構

1.10%

1.10%

2
7
6

19
4
7
0

1
9

2
7
6

1
0
6
0

3
1
5

2
5

5
0
0

2
5

3
1
5

1
1
8
0

720

370350

430

※4印部

25

35°

2

6
※2印部

1
6
o
r
9

35°

2

6

14 23

17

7

7

8

8

23

A2

A2

965

1
8
0

8
2
0

1
8
0

8
7

6
8

※1印部

1
9
o
r
14

35°

2

6

※1

※1

※1

※3印部

2
5
o
r1
4

35°

2

6

※3

※3

※3

19
4
7
0

1
9

2
5

5
0
0

2
5

935316342

350 370

935316342

350 370

C C

D D

G G

H H

A - A B - B

E - E F - F

G - G

H - HD - D

C - C

中主構

F E

2 - WEB PL 1408 x 19 x  911

1 - U.FLG PL  500 x 16 x  661(SM490YA)

1 - COV PL 600 x 9 x  496

1 - L.FLG PL 1180 x 25 x  965(SM490YB)

1 - DIA PL 500 x 16 x  480(SM490YA)

2 - WEB PL 1736 x 25 x  911(SM490YB)
1 - TOP PL  550 x 14 x  720 1 - TOP PL  600 x 14 x  720

7
8

28
1
7
2
6

2
5

撤去図 S=1/50

側 面 図

現状図 フランジ、ウェブとも撤去

切断後グラインダー仕上げ
補強後

側 面 図
750

A2
A2 20

20

1 - COV PL 550 x 8 x 1420(SS41)

1 - L.FLG PL 750 x 16 x  20(SS41)

撤去材料(外主構):各1

1 - U.FLG PL 470 x  9 x  12(SS41)

2 - WEB PL 212 x 19 x 1400(SS41)

1 - TOP PL  550 x 25 x  20(SM58)

1 - COV PL 600 x 8 x 1742(SS41)

1 - L.FLG PL 820 x 25 x  20(SS41)

撤去材料(中主構):1

1 - U.FLG PL 500 x 12 x  12(SS41)

2 - WEB PL 212 x 25 x 1728(SS41)

1 - TOP PL  600 x 28 x  20(SM58)

配
置

図

P
1

A
1

P
2

P
3

P
4
L

17000 17000

4
5
0

7
84
0
0

8
0
0
00

8
0
0
0
0

8
0
0
0
0

4
5
0

3
1
9
3
00

P
7

A
2

P
6

P
5

P
4
R

4
5
0

7
8
4
0
0

8
0
0
0
0

8
0
0
0
0

8
0
0
0
0

4
50

3
1
9
30
0

中
主

構

外
主
構
R
側

外
主
構
L
側

桁端部延長

(外主構)

桁端部延長

(中主構)

※4
23

外主構L側

外主構R側

外主構L側

外主構R側

P7側

中
主

構
側

外
主
構
R
側

外
主
構

L
側

P7側

840

※2
14

※2
7

1
5
5

250

450

20

8

450

撤去

200

661

461
200

661

461

50
4
0
0

50

5
0

3
7
0

5
0

R5
0 R5

0

50
50

120

245

2
0

2
0

9
5
9
.
8

7 7

6

6

1 - COV PL 550 x 9 x  962 1 - COV PL 600 x 9 x 1282

7 8
7

6

6 6

A2
A2

6※5 ※5

※5印部

45°

2

9

9
5
9
. 8

R5
0 R5

0

★

★

★

★

★

★

4.★は、既設取合い部の現地計測結果を反映すること。

★

★

★

★

★

5.部材寸法、ボルト孔明け位置は現地計測を行い、

  その結果を反映し最終決定すること。
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ジャッキアップ補強詳細図（その１）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

ジャッキアップ補強詳細図（その１） S=1/50

A1橋台（外主構）<1/6>[1組分]

9
5
0
0

既設壁高欄位置

ベースプレート

□490

15
00

50

補強 PL①

Base PL①

Guss PL

Rib PL①

Rib PL②

Rib PL③

1.10%

Rib PL④

C

C

D

D

E

F

F

AA

補強 PL②

2 - Guss PL  851 x 25 x 8334(SM400A)

Fill PL①

"a"

P1側

1600

7
6
8
9

8
3
0
1

33
09

4
8
7
7

1
6
4

2
5
0
0

1
5
0
4

1
57
5 530

49

32

168
32

168
32

49

40
450 40

P.P※1

A1

E

72°
47'50"

10°4'54"

530 500 530

18

1000 2850

"c"

"b"

"d"

1
5

4
50

1
5

※増し溶接範囲800
400 400

3000kNジャッキ
（参考)

R20

1.特記なき材質は全てSM400Bとする。

2.　　　　 の溶接記号は完全溶け込み溶接とする。

3.特記なきスカーラップは35Rとする。

注記)

  (F.P溶接)

4.部材寸法、ボルト孔明け位置は現地計測を行い、

  その結果を反映し最終決定すること。

5.ジャッキ上には下弦材に分散して反力伝達させるため、

  □490x45以上のベースプレートを使用すること。

P1A1 P2 P3

P4L

1
7
0
0
0

1
7
0
0
0

450 78400 80000 80000 80000

450319300

P7 A2P6P5P4R

45078400800008000080000

450 319300

中主構

外主構 L側

外主構 R側

配置図

5
5
0

14 500
1516469

F - F

2
1

1
9

4
7
0

1
9

2
1
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ジャッキアップ補強詳細図（その２）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

a - a

470

1544015

905

b - b

1020

550

4
3

4
98

3
6

9
1
5

4
5
0

1
5
9

上側

下側

520

2547025

9

99

9

"e"

"f"
9

上側

下側

3
6

4
8
9

3
6

1
5

4
5
0

1
5
9

"e"

ジャッキアップ補強詳細図（その２） S=1/30

A1橋台（外主構）<2/6>[1組分]

1.特記なき材質は全てSM400Bとする。

2.　　　　 の溶接記号は完全溶け込み溶接とする。

3.特記なきスカーラップは35Rとする。

注記)

  (F.P溶接)

平面図(下弦材 Bott PL)

平面図(下弦材 Top PL)
A - A

a

a

25 868 25

4
7
0

1
5

4
4
0

1
5 9

P1側

1 - PL  520 x 36 x  3000

4
0

4
4
0

4
0

5
2
0

1 - PL  1020 x 43 x  3580(SM400C-H)

b

b

36

9

9

2 - PL  450 x 36 x  2865

補強 PL①

補強 PL②

補強 PL②

Base PL①

9

Fill PL①

外主構L側

中
主

構
側

外主構R側

外主構L側

中
主

構
側

外主構R側

A1

280 3579

1080 2499

43 209 209

32 32 32

845 2999

514 918 1567

203.5 209 209 296.5

32 32 32

A1

1000 2850

9
3
6

1
0
2
0

2
0
0

5
5
0

35
2
0
0

5
5
0

3
1

9
4
7
0

9
3
1

溶接無し

2039

3
5

9
0
5

5
30

3
7
5

715 155 210

375 530

155

1
6

235 235

10

9
1010

4.部材寸法、ボルト孔明け位置は現地計測を行い、

  その結果を反映し最終決定すること。

"a"部 詳細図 S=1/5

9

1
6

4
3

3
6

10
既設フランジ

Base PL①

1:10

1150

板厚変化点

60

"b"部 詳細図 S=1/20

製作数:2

1 - Corner PL  120 x 22 x 250

120

10 110

2
5
0

1
0
0

1
5
0

12

☆

☆：ジャッキアップ完了後にCorner PLは撤去すること。

10

45°

2
2

支点上補剛材

8

内側溶接無し

7
0

7
0

R150 R1
50

現場溶接後にR150に切断する 現場溶接後にR150に切断する

"c"部 詳細図 S=1/20

P.P

50

橋門構

Rib PL

"d"部 詳細図 S=1/20

550

9 36

15 2116

9

9
43

1
5

"e"部 詳細図 S=1/5

60° 9
1
5

25

P.P

"f"部 詳細図 S=1/5

3
5°

P.P※1部詳細図 S=1/5

1
9

ウェブ

16 15

既設　斜材

フランジ

内
側

外
側

6

2
5

Guss PL

45°

2

1:5

1
9
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ジャッキアップ補強詳細図（その３）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

ジャッキアップ補強詳細図（その３） S=1/20

A1橋台（外主構）<3/6>[1組分]

1.特記なき材質は全てSM400Bとする。

2.　　　　 の溶接記号は完全溶け込み溶接とする。

注記)

  (F.P溶接)

Base PL①詳細

43

3
6

1
0
2
0

2
0
0

6
20

2
00

2999

514 918(開先範囲) 1567

補強 PL①詳細

5
2
0

4
0

4
4
0

4
0

3
6

下側

上側

1
8

35°

2855

4
3
5

5 2850

5

補強 PL②詳細

36

36

15

60
°

2850(60°カット範囲)

3579

1080 2299 200

1
3
5

9
0
5

3
7
5

5
3
0

715(開先範囲) 210155

50 5x90=450 580

87.5 217.5 300 110

40
7
7
.5

1
7
0

1
6
5

1
6
5

2
1
0

1
3
5

7
50

1
3
5

40

φ40(貫通孔)

φ28.5(貫通孔)

φ25(貫通孔)

(現場孔明け)

φ28.5(貫通孔)

715(開先範囲)

下弦材

WEB側

3
6

下弦材側

10
2
6

3
6

下弦材側
10

2
6

1060

43

3.部材寸法、ボルト孔明け位置は現地計測を行い、

  その結果を反映し最終決定すること。

433
6

1060

1:10

 16     51



ジャッキアップ補強詳細図（その４）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

ジャッキアップ補強詳細図（その４） S=1/40

A1橋台（外主構）<4/6>[1組分]

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.　　　　 の溶接記号は完全溶け込み溶接とする。

注記)

  (F.P溶接)

3.※1：Base PL厚さ43mmのジャッキアップ材方向の

　厚さとする。

4.部材寸法、ボルト孔明け位置は現地計測を行い、

  その結果を反映し最終決定すること。

980

230 25 470 25 230

1020

235 550 235

180 35

40 470

2018035

40

20

5
2
1

3
8

8
0

1
55

4
6
3

"b"

R30

Rib PL④

9

BASE PL①15
7

15
7

9

8

Rib PL①

9 36 210

5
7
4

4
0

1
2
2

1
2
5

1
2
2

4
0

"a"

1
25

8
3
5
1

4
0
1

(
既
設

斜
材
取

り
合
い

部
 
現
場
溶

接
)

8
75
2

6
9
53

1
00
0

6
9
8

7
55
2

4
5

1
0
0

5
01

470

508

1919

96 96

90 90

8

既設 斜材

2076

7
6

936210

2
7
1
0

140 140

C - C

Rib PL⑤

2 - Rib  PL  230 x 32 x 7552

2 - Rib  PL  230 x 32 x  711

2 - Rib  PL   96 x 32 x  501

35 35

"c"

"d"

※
1

980

230 25 470 25 230

1020

235 550 235

180 35

40 470

2018035

40

20

5
2
1

3
8

8
0

1
5
5

4
6
3

"b"

Rib PL④

9

BASE PL①15
7

15
7

9

8

Rib PL②

9 36 210

5
7
4

4
0

1
22

1
2
5

1
2
2

40

"a"

1
2
5

7
2
8
8

4
01

(
既

設
斜

材
取
り

合
い

部
 
現

場
溶

接
)

7
6
8
9

5
89
0

1
0
0
0

6
9
8

6
4
8
9

4
5

1
00

5
0
1

470

508

1919

96 96

90 90

8

既設 斜材

2076

7
6

936210

2
7
7
2

D - D

Rib PL⑤

2 - Rib  PL  230 x 32 x 6489

2 - Rib  PL  230 x 32 x  711

2 - Rib  PL   96 x 32 x  501

R30

35 35

140 140

aa

"c"

※
1

980

230 25 470 25 230

1020

235 550 235

180 35

40 470

2018035

40

20

5
2
1

3
8

8
0

1
5
5

4
6
3

"b"

Rib PL④

9

BASE PL①15
7

15
7

9

8

Rib PL③

9 36 210

5
7
4

4
0

1
22

1
2
5

1
2
2

40

"a"

1
2
56
2
25

4
0
1

(
既
設
斜

材
取

り
合
い

部
 
現
場
溶

接
)

6
6
2
6

4
8
2
7

1
0
0
0

6
9
8

5
4
26

4
5

1
0
0

5
0
1

470

508

1919

96 96

90 90

8

既設 斜材

2076

7
6

936210

2
8
34

E - E

Rib PL⑤

2 - Rib  PL  230 x 32 x 5426

2 - Rib  PL  230 x 32 x  711

2 - Rib  PL   96 x 32 x  501

R30

35 35

140 140

"c"

※
1

1020

20 180 35 2018035550

a - a

1020

20 180 35 2018035550

10080 80100

Rib PL④ ジャッキアップ位置

Rib PL④

4
3
2
0
9

2
09

3
2

3
2

32

※2 既設隅肉6mm溶接→隅肉13mm増し溶接する。

8
0
0

※
2
 
増
し

溶
接
範
囲

4
0
0

4
0
0
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ジャッキアップ補強詳細図（その５）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

2 - BASE  PL  450 x 22 x 574

2 - PL  426 x 22 x  450

5
7
4

9
0

2
2

3
5
0

2
2

9
0

4
0

1
2
2

1
2
5

1
22

4
0

b

b

450

214 22 214

89 75 50 75 8950

8

8

"a"部 詳細図
b - b

1 - PL  426 x 22 x  350

40 - TCB M22 x 85 (S10T)

1
5
5

5
9

3
8

2
5

33

5080

"b"部 詳細図

470 2525

22 426 22

6

32

2

6

25

45°

2

45°

※2

P.P※3

P.P※3

230 25

5
0

(
現

場
溶

接
区
間
)

8

180
(UT検査範囲)

φ26.5

8

32

3
6 30

6

1
2
5

R3
0

R30

リブ3本開先形状向き

Rib PL③

Rib PL①・②・③

Rib PL②

Rib PL①

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.　　　　 の溶接記号は完全溶け込み溶接とする。

注記)

  (F.P溶接)

P.P※4

35
°

9

9

P.P※4

P.P※2

R30

R3
0

3.部材寸法、ボルト孔明け位置は現地計測を行い、

  その結果を反映し最終決定すること。

"c"部 詳細図 S=1/10

25 90

19 96

2
0
0
(
開

先
範
囲
)

1
0
0

1
0
0

6

内側 外側

※2

8

15
7

15
7

2 45
°

既設　斜材

2
2

1
5

9
4
3

"d"部 詳細図 S=1/5

2
0

36
3
9

R3
0

15
7

15
7

9 36 30 180 20

1020

9

15

60°

9

ジャッキアップ補強詳細図（その５） S=1/20

A1橋台（外主構）<5/6>[1組分]
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1.10%

150 - TCB M22 x 80 (S10T)

2 - PL  380x 12 x 3580

10688.6

1789

6939.6

1960

3580

20

3339.6

22
41
2

22

380
16

16

50
140

50

3339.6

20

3580

40

23x140.9=3239.6

60
60

24x140.8=3380

40

A

A

B

B

A -
 A

U1

L2

1.特記なき材質は全てSS400とする。

2.　　　　 の溶接記号は完全溶け込み溶接とする。

注記)

  (F.P溶接)

140

100

40

24x140.8=3380

60
100

60

23x140.9=3239.6

40

40

23x140.9=3239.6

60
20 60

100

24x140.8=3380

40

3339.6

3580

2 - PL  380x 12 x 3340

3.部材寸法、ボルト孔明け位置は現地計測を行い、

  その結果を反映し最終決定すること。

4
1
2

2
2

450

B - B 縮尺 S=1/20

22

1
6

3
8
0

1
6

5
0

1
4
0

5
0

12 19 12

1
4
0

A1

ジャッキアップ補強詳細図（その６） S=1/50

A1橋台（外主構）<6/6>[1組分]

ジャッキアップ補強詳細図（その６）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体
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ジャッキアップ補強詳細図（その７）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

ジャッキアップ補強詳細図（その７） S=1/50

A1橋台（中主構）<1/6>

1.特記なき材質は全てSM490YBとする。

2.　　　　 の溶接記号は完全溶け込み溶接とする。

3.特記なきスカーラップは35Rとする。

注記)

  (F.P溶接)

4.部材寸法、ボルト孔明け位置は現地計測を行い、

  その結果を反映し最終決定すること。

5.ジャッキ上には下弦材に分散して反力伝達させるため、

  □490x45以上のベースプレートを使用すること。

配置図

P1A1 P2 P3

P4L

1
7
0
0
0

1
7
0
00

450 78400 80000 80000 80000 450

319300

P7 A2P6P5P4R

45078400800008000080000450

319300

中主構

外主構 L側

外主構 R側

P.P※1

9
5
0
0

A1 P1側

1
8
1
6

1
5
7
5

既設壁高欄位置

1600

□490

7000kNジャッキ
2 基（参考)

15
00

33
03

2
5
0
0

530

49

32

168

32

168

32

49

40
450 40

補強 PL①

Base PL①

Guss PL

Rib PL①

Rib PL②

Rib PL③

1.10%

Rib PL④

C

C

D

D

E

E

※増し溶接範囲800
400 400

F

F

側面図

AA

BB

補強 PL②

補強 PL③

2 - Guss PL  851 x 25 x 8330

Fill PL①

"a"

530 500 530

50

7
6
9
1

8
2
9
8

1
6
4

4
8
8
2

10°6'3"

"b"

31

1030 2850

75835
1200

"c"

"d"

4
5
0

1
5

1
5

ベースプレート

6
0
0

2
8

2
2

5
0
0

2
2

2
8

19 500
1522463

F - F
R20
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ジャッキアップ補強詳細図（その８）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

中主構

A1

中主構

A1

平面図(下弦材 Bott PL)

平面図(下弦材 Top PL)
A - A

a

a

900 2949

462 918 1569

178.5 209 209 296.5

32 32 32

25 868 25

5
0
0

1
5

4
7
0

1
5 1
6

1
6

1
1
9
0

2
60

35
6
0
0

3
5

2
60

P1側

P1側

290 3569

1070 2499

45.5 209 209

32 32 32

6
0
0

2
5

2
5

5
0
0

2
5

2
5

8
2
0

1
3
5

2
5

5
0
0

2
5

1
3
5

1 - PL  550 x 36 x  2950

40
4
7
0

40

5
5
0

1 - PL  1190 x 51 x  3570(SM520C-H)

b - b

99

550

2550025

1190

295600295

b

b

上側

下側

3
6

1030 2858

9

10

2 - PL  450 x 36 x  2863

補強 PL①

補強 PL②

補強 PL②

Base PL①

9

3
6

6
0
0

3
4

1
6

5
0
0

1
6

34

875 2694

99

9

9

溶接無し

2036.5

1
5

7
9
0

1
5

ジャッキアップ補強詳細図（その８） S=1/30

A1橋台（中主構）<2/6>

a - a

99

500

1547015

1576015

1
5

4
8
5

1
5

9

上側

下側

4
8
9

3
6

1
5

4
5
0

1
5
9

3
6

"e"

"f"

"e"

1.特記なき材質は全てSM490YBとする。

2.　　　　 の溶接記号は完全溶け込み溶接とする。

3.特記なきスカーラップは35Rとする。

注記)

  (F.P溶接)

4.部材寸法、ボルト孔明け位置は現地計測を行い、

  その結果を反映し最終決定すること。

25

790

4
9
9

3
6

1
0
1
5

4
5
0

1
5
9

5
1

2
5

9

600

16 36

15 2116

9

1
0

5
1

15

"e"部 詳細図 S=1/5

60°

9

3
5°

1
5

25

P.P

"f"部 詳細図 S=1/5

"a"部 詳細図 S=1/5

1
0

2
5

5
1

3
6

20

既設フランジ

Base PL①

1:10

130

1200

板厚変化点

20

"b"部 詳細図 S=1/20

8

製作数:2

1 - Corner PL  135 x 22 x 250

135

25 110

2
5
0

1
00

1
5
0

44

内側溶接無し

☆

☆：ジャッキアップ完了後にCorner PLは撤去すること。

1
0

45°

2
2

支点上補剛材

P.P※1部詳細図 S=1/5

2
2

ウェブ

22 15

既設　斜材

フランジ

内
側

外
側

6

2
5

Guss PL

45°

2

7
0

7
0

R150 R1
50

現場溶接後にR150に切断する 現場溶接後にR150に切断する

"c"部 詳細図 S=1/20

P.P

50

橋門構

Rib PL

"d"部 詳細図 S=1/20

1
2
0
0

1
2
0
0

486250

535 11190

320 215

1
0
0
0

2
1
5

5
7
0

2
1
5

1
5

1
5

15 15

R3
0

R30

10

1
6
5

1
6
5

B - B

補強 PL③

1 - PL  535 x 44 x 1000(SM570-H)

350
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ジャッキアップ補強詳細図（その９）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

ジャッキアップ補強詳細図（その９） S=1/20

A1橋台（中主構）<3/6>

1.特記なき材質は全てSM490YBとする。

2.　　　　 の溶接記号は完全溶け込み溶接とする。

注記)

  (F.P溶接)

Base PL①詳細

3569

875 2239 260

51

3
6

1
1
9
0

2
6
0

6
7
0

2
6
0

2
00

7
90

2
0
0

195

2949

461.5 918(開先範囲) 1569.5

補強 PL①詳細

5
50

4
0

4
70

4
0

3
6

下側

上側

1
8

補強 PL③詳細

320

1
0
0
0

2
1
5

5
7
0

2
1
5

215

535

R3
0

R30

44

15

1
:
5

1
:5

1
0
0
0

4
3
5

5 2858

5

補強 PL②詳細

36

36

15

60
°

2858(60°カット範囲)

35°

575 300

2
3
0

1
6
5

1
6
5

2
3
0

φ25.0(貫通孔)

現場孔明け

下弦材

WEB側

横桁

U.FLG側

815 150

5
1

3.部材寸法、ボルト孔明け位置は現地計測を行い、

  その結果を反映し最終決定すること。

1:10

5
1

36

815 150
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ジャッキアップ補強詳細図（その１０）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

ジャッキアップ補強詳細図（その１０） S=1/40

A1橋台（中主構）<4/6>

1.特記なき材質は全てSM490YBとする。

2.　　　　 の溶接記号は完全溶け込み溶接とする。

注記)

  (F.P溶接)

3.※1：Base PL厚さ51mmのジャッキアップ材方向の

　厚さとする。

4.部材寸法、ボルト孔明け位置は現地計測を行い、

  その結果を反映し最終決定すること。

500

544

2222

173

C - C

173

1150

300 25 500 25 300

1190

295 600 295

243 32

50 500

2024332

50

1
5
3

2
0
0

1
8
8
5

2
1
1

1
4
3
7

光ケーブル

20

8
3
4
9

4
0
3

(
既
設
斜

材
取

り
合
い

部
 
現
場
溶

接
)

8
7
5
2

6
9
5
3

1
00
0

6
9
9

7
5
50

5
3

1
0
0

5
2
2

3
8

80
1
5
5

4
6
4

"b"

Rib PL④

9

BASE PL①15
7

15
7

9

2
7
1
1

5
7
4

4
0

1
2
2

1
2
5

1
2
2

4
0

"a"

1
2
5

8

8153 20

既設 斜材

Rib PL①

2 - Rib  PL  300 x 32 x 7550

2 - Rib  PL  300 x 32 x  720

1636273 16 36 273

5
0
3

2 - Rib  PL  173 x 32 x  503

170 170

Rib PL⑤

"c"

130 130

32 32"d"

R30

※
1

500

544

2222

173

D - D

173

1150

300 25 500 25 300

1190

295 600 295

243 32

34 532

2024332

34

1
5
3

2
0
0

1
88
5

2
1
1

1
4
3
7

光ケーブル

20

7
2
8
8

4
0
3

(
既

設
斜
材

取
り
合

い
部

 
現
場

溶
接
)

7
6
9
1

5
8
9
2

1
0
0
0

6
9
9

6
4
9
0

5
3

1
0
0

5
2
2

38

8
0

1
5
5

4
6
4

"b"

Rib PL④

9

BASE PL①15
7

15
7

9

2
7
7
3

5
7
4

4
0

1
2
2

1
2
5

1
2
2

4
0

"a"

1
2
5

8

8153 20

既設 斜材

Rib PL②

aa

2 - Rib  PL  300 x 32 x 6490

2 - Rib  PL  300 x 32 x  720

1636273 16 36 273

5
0
2

2 - Rib  PL  173 x 32 x  503

170 170

Rib PL⑤

130 130

32 32

R30

"c"

※
1

500

544

2222

173

E - E

173

1150

300 25 500 25 300

1190

295 600 295

243 32

50 500

2024332

50

1
5
3

2
0
0

1
8
8
5

2
1
1

1
43
7

光ケーブル

20

6
2
2
7

4
0
3

(
既
設
斜

材
取

り
合
い

部
 
現
場
溶

接
)

6
6
30

4
83
1

1
0
0
0

6
9
9

5
4
2
9

5
3

1
0
0

5
22

3
7

1
5
5

4
6
4

"b"

Rib PL④

9

BASE PL①15
7

15
7

9

2
8
3
5

5
7
4

4
0

1
2
2

1
2
5

1
2
2

4
0

"a"

1
2
5

8

8153 20

既設 斜材

Rib PL③

2 - Rib  PL  300 x 32 x 5429

2 - Rib  PL  300 x 32 x  720

1636273 16 36 273

5
0
2

2 - Rib  PL  173 x 32 x  502

170 170

Rib PL⑤

130 130

8
0

32 32

R30

"c"

※
1

1190

20 243 32 2024332600

a - a

1190

20 243 32 2024332600

160 160

Rib PL④

ジャッキアップ位置

Rib PL④

45
2
0
9

2
0
9

32
32

3
2

8
0
0

※
2
 
増

し
溶
接

範
囲

4
00

4
0
0

※2 既設隅肉6mm溶接→隅肉13mm増し溶接する。　

13
※

13
※
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ジャッキアップ補強詳細図（その１１）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

2 - BASE  PL  450 x 22 x 574

2 - PL  456 x 22 x  450

5
7
4

9
0

2
2

3
5
0

2
2

9
0

4
0

1
2
2

1
2
5

1
22

4
0

b

b

450

214 22 214

89 75 50 75 8950

8

8

"a"部 詳細図
b - b

1 - PL  456 x 22 x  350

40 - TCB M22 x 85 (S10T)

1
5
5

5
9

3
8

2
5

33

5780

"b"部 詳細図

500 2525

22 456 22

6

32

2

6

25

45°

2

45°

※2

P.P※3

P.P※3

300 25

5
0

(
現

場
溶

接
区
間
)

8

250
(UT検査範囲)

φ26.5

8

32

3
6 30

6

1
2
5

R3
0

R30

リブ3本開先形状向き

Rib PL③

Rib PL①・②・③

Rib PL②

Rib PL①

ジャッキアップ補強詳細図（その１１） S=1/20

A1橋台（中主構）<5/6>

1.特記なき材質は全てSM490YBとする。

2.　　　　 の溶接記号は完全溶け込み溶接とする。

注記)

  (F.P溶接)

P.P※4

35
°

9

16

P.P※4

P.P※2

R3
0

R30

3.部材寸法、ボルト孔明け位置は現地計測を行い、

  その結果を反映し最終決定すること。

25 170

22 173

"c"部 詳細図 S=1/10

2
0
0
(
開
先

範
囲
)

1
0
0

1
0
0

3

内側 外側

※2

8

15
7

15
7

既設　斜材

2
2

1
5

2 4
5°

10
5
1

"d"部 詳細図 S=1/5

2
0

3
6

4
0

R3
0

9

16 36 30

15
7

15
7

243 20

15

60°

1190
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1.特記なき材質は全てSM490YBとする。

2.　　　　 の溶接記号は完全溶け込み溶接とする。

注記)

  (F.P溶接)

10688.6

2060

6258.6

2370

3254.3

20

2984.3

U1

4 - PL  178x 22 x 3214

4 - PL  178x 22 x 2944

312 - TCB M22 x 85 (S10T)

2 - PL  500x 22 x 2984

2 - PL  500x 22 x 3254

85

95140

95
85

2984.3

20

3254.3

20
128

2944.3

20
128

3214.3

50

3254.3

20

2984.3

3214.3

128
20

20128

2944.3

50

40

19x167.1=3174.3

40

18x161.4=2904.3

40

40

178
22

178

22

7

7

A

A

B

B

28

42
2

28

47
8

A -
 A

200

200

L2

A1

128
50

50

20

128

128

20
128

20

20

3.部材寸法、ボルト孔明け位置は現地計測を行い、

  その結果を反映し最終決定すること。

B - B S=1/20

2
8

4
2
2

2
8

2
0
0

2
00

2
2

2
2

500

22 426 22

85 95 95 85

1
7
8

1
7
8

8
7
8

140

15 15

ジャッキアップ補強詳細図（その１２） S=1/50

A1橋台（中主構）<6/6>

ジャッキアップ補強詳細図（その１２）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体
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ジャッキアップ補強詳細図（その１３）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

ジャッキアップ補強詳細図（その１３） S=1/50

A2橋台（外主構）<1/6>[1組分]

9
5
0
0

既設壁高欄位置

□490

1500

50

補強 PL①

Base PL①

Guss PL

Rib PL①

Rib PL②

Rib PL③

1.10%

Rib PL④

C

C

D

D

E

F

F

A A

補強 PL②

2 - Guss PL  851 x 25 x 8334(SM400A)

Fill PL①

"a"

P7側

1600

7
6
8
9

8
3
0
1

3309

4
8
7
7

1
6
4

2
5
0
0

1
5
0
4

1
57
5

530

49
32

168
32

168
32

49

40

450
40

P.P※1

A2

E

72
°
47
'5
0"

10°
4'5

4"

側面図

530500530

18

10002850

"c"

"b"

"d"

1
5

4
5
0

1
5

※増し溶接範囲800
400400

ベースプレート

3000kNジャッキ
（参考)

5
5
0

14500
1516 469

F - F

2
1

19
4
7
0

1
9

2
1

R20

1.特記なき材質は全てSM400Bとする。

2.　　　　 の溶接記号は完全溶け込み溶接とする。

3.特記なきスカーラップは35Rとする。

注記)

  (F.P溶接)

4.部材寸法、ボルト孔明け位置は現地計測を行い、

  その結果を反映し最終決定すること。

5.ジャッキ上には下弦材に分散して反力伝達させるため、

  □490x45以上のベースプレートを使用すること。

配置図

P1A1 P2 P3

P4L

1
70
0
0

1
7
0
00

450 78400 80000 80000 80000 450

319300

P7 A2P6P5P4R

45078400800008000080000450

319300

中主構

外主構 L側

外主構 R側
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ジャッキアップ補強詳細図（その１４）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

a - a

470

1544015

905

b - b

1020

550

4
3

4
98

3
6

9
1
5

4
50

15
9

上側

下側

520

2547025

9

99

9

"e"

"f"
9

上側

下側

3
6

4
8
9

3
6

1
5

4
50

1
5
9

"e"

ジャッキアップ補強詳細図（その１４） S=1/30

A2橋台（外主構）<2/6>[1組分]

1.特記なき材質は全てSM400Bとする。

2.　　　　 の溶接記号は完全溶け込み溶接とする。

3.特記なきスカーラップは35Rとする。

注記)

  (F.P溶接)

平面図(下弦材 Bott PL)

平面図(下弦材 Top PL)
A - A

a

a

2586825

4
7
0

1
5

4
4
0

1
59

P1側

1 - PL  520 x 36 x  3000

4
0

4
4
0

4
0

5
2
0

1 - PL  1020 x 43 x  3580(SM400C-H)

b

b

36

9

9

2 - PL  450 x 36 x  2865

補強 PL①

補強 PL②

補強 PL②

Base PL①

9

Fill PL①

外主構L側

中
主

構
側

外主構R側

外主構L側

中
主

構
側

外主構R側

A1

2803579

10802499

43209209

323232

8452999

5149181567

203.5209209296.5

323232

A1

10002850

9
3
6

1
0
2
0

2
0
0

5
5
0

35
2
0
0

5
5
0

3
1

9
4
7
0

9
3
1

溶接無し

2039

3
5

9
0
5

5
30

3
7
5

715155210

375530

155

1
6

235 235

10

10

9
1010

4.部材寸法、ボルト孔明け位置は現地計測を行い、

  その結果を反映し最終決定すること。

375

40 5x90=450 45

9

1
6

4
3

3
6

10

"a"部 詳細図 S=1/5

既設フランジ

Base PL①

1:10

1150

板厚変化点

60

"b"部 詳細図 S=1/20

製作数:2

1 - Corner PL  120 x 22 x 250

120

10110

2
5
0

1
0
0

1
5
0

12

☆

☆：ジャッキアップ完了後にCorner PLは撤去すること。

1
0

45°

2
2

支点上補剛材

8

内側溶接無し

7
0

7
0

R1
50

R150

現場溶接後にR150に切断する現場溶接後にR150に切断する

"c"部 詳細図 S=1/20

P.P

50

橋門構

Rib PL

"d"部 詳細図 S=1/20

550

9 36

15 2116

9

9
43

1
5

"e"部 詳細図 S=1/5

60° 9
1
5

25

P.P

"f"部 詳細図 S=1/5

3
5°

P.P※1部詳細図 S=1/5

1
9

ウェブ

16 15

既設　斜材

フランジ

内
側

外
側

6

2
5

Guss PL

45°

2

1:5

1
9
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ジャッキアップ補強詳細図（その１５）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

ジャッキアップ補強詳細図（その１５） S=1/20

A2橋台（外主構）<3/6>[1組分]

1.特記なき材質は全てSM400Bとする。

2.　　　　 の溶接記号は完全溶け込み溶接とする。

注記)

  (F.P溶接)

Base PL①詳細

43

3
6

1
0
2
0

2
0
0

6
20

2
00

2999

514918(開先範囲)1567

補強 PL①詳細

5
2
0

4
0

4
4
0

4
0

3
6

下側

上側

1
8

3
5°

2855

4
5
0

52850

5

補強 PL②詳細

36

36

15

60°

2850(60°カット範囲)

3579

10802299200

1
3
5

9
0
5

3
7
5

5
3
0

715(開先範囲)155210

1405x90=450420

87.5217.5300110

40
7
7
.5

1
7
0

1
6
5

1
6
5

2
1
0

1
3
5

7
50

1
3
5

40

φ40(貫通孔)

φ28.5(貫通孔)

φ25(貫通孔)

(現場孔明け)

φ28.5(貫通孔)

715(開先範囲)

下弦材

WEB側

3
6

下弦材側

1
0

2
6

3
6

下弦材側

10
2
6

6010

4
3

36

10 60

1:10

43

3.部材寸法、ボルト孔明け位置は現地計測を行い、

  その結果を反映し最終決定すること。

70
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ジャッキアップ補強詳細図（その１６）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

ジャッキアップ補強詳細図（その１６） S=1/40

A2橋台（外主構）<4/6>[1組分]

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.　　　　 の溶接記号は完全溶け込み溶接とする。

注記)

  (F.P溶接)

3.※1：Base PL厚さ51mmのジャッキアップ材方向の

　厚さとする。

4.部材寸法、ボルト孔明け位置は現地計測を行い、

  その結果を反映し最終決定すること。

980

2302547025230

1020

235550235

18035

40470

20 180 35

40

20

5
2
1

38
8
0

1
55

4
6
3

"b"

R3
0

Rib PL④

9

BASE PL① 15
7

15
7

9

8

Rib PL①

936210

5
7
4

4
0

1
2
2

1
2
5

1
2
2

4
0

"a"

1
25

8
3
5
1

4
01

(
既
設

斜
材
取

り
合
い

部
 
現
場
溶

接
)

8
75
2

6
9
53

1
00
0

6
9
8

7
55
2

4
5

1
0
0

5
0
1

470

508

19 19

9696

9090

8

既設 斜材

20 76

7
6

9 36 210

2
7
1
0

140140

C - C

Rib PL⑤

2 - Rib  PL  230 x 32 x 7552

2 - Rib  PL  230 x 32 x  711

2 - Rib  PL   96 x 32 x  501

3535

"c"

"d"

※
1

980

2302547025230

1020

235550235

18035

40470

20 180 35

40

20

5
2
1

3
8

8
0

1
5
5

4
6
3

"b"

Rib PL④

9

BASE PL①

9

8

Rib PL②

936210

5
7
4

4
0

1
22

1
2
5

1
2
2

40

"a"

1
2
5

7
2
8
8

4
01

(
既

設
斜

材
取
り

合
い

部
 
現

場
溶

接
)

7
6
8
9

5
89
0

1
0
0
0

6
9
8

6
4
8
9

4
5

1
00

5
0
1

470

508

19 19

9696

9090

8

既設 斜材

20 76

7
6

9 36 210

2
7
7
2

D - D

Rib PL⑤

2 - Rib  PL  230 x 32 x 6489

2 - Rib  PL  230 x 32 x  711

2 - Rib  PL   96 x 32 x  501

R3
0

3535

140140

a a

15
7

15
7

※
1

980

2302547025230

1020

235550235

18035

40470

20 180 35

40

20

5
2
1

3
8

8
0

1
5
5

4
6
3

"b"

Rib PL④

9

BASE PL①

9

8

Rib PL③

936210

5
7
4

4
0

1
22

1
2
5

1
2
2

40

"a"

1
2
5 6
2
25

4
0
1

(
既

設
斜
材

取
り

合
い
部

 
現

場
溶
接
)

6
6
2
6

4
8
2
7

1
0
0
0

6
9
8

5
4
26

4
5

1
0
0

5
0
1

470

508

19 19

9696

9090

8

既設 斜材

20 76

7
6

9 36 210

2
8
34

E - E

Rib PL⑤

2 - Rib  PL  230 x 32 x 5426

2 - Rib  PL  230 x 32 x  711

2 - Rib  PL   96 x 32 x  501

R3
0

3535

140140

15
7

15
7

※
1

1020

20 180 35 2018035550

a - a

1020

20 180 35 2018035550

10080 80100

Rib PL④ ジャッキアップ位置

Rib PL④

43
2
0
9

2
09

3
2

3
2

32

8
0
0

※
2
 
増
し

溶
接
範
囲

4
0
0

4
0
0

※2 既設隅肉6mm溶接→隅肉13mm増し溶接する。　
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ジャッキアップ補強詳細図（その１７）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

ジャッキアップ補強詳細図（その１７） S=1/20

A2橋台（外主構）<5/6>[1組分]

2 - BASE  PL  450 x 22 x 574

2 - PL  426 x 22 x  450

5
7
4

9
0

2
2

3
5
0

2
2

9
0

4
0

1
2
2

1
2
5

1
22

4
0

b

b

450

214 22 214

89 75 50 75 8950

8

8

"a"部 詳細図
b - b

1 - PL  426 x 22 x  350

40 - TCB M22 x 85 (S10T)

1
5
5

5
9

3
8

2
5

33

5080

"b"部 詳細図

470 2525

22 426 22

6

32

2

6

25

45°

2

45°

※2

P.P※3

P.P※3

230 25

5
0

(
現

場
溶

接
区
間
)

8

180
(UT検査範囲)

φ26.5

8

32

3
6 30

6

1
2
5

R3
0

R30

リブ3本開先形状向き

Rib PL③

Rib PL①・②・③

Rib PL②

Rib PL①

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.　　　　 の溶接記号は完全溶け込み溶接とする。

注記)

  (F.P溶接)

P.P※4

35
°

9

9

P.P※4

P.P※2

R30

R3
0

3.部材寸法、ボルト孔明け位置は現地計測を行い、

  その結果を反映し最終決定すること。

"c"部 詳細図 S=1/10

25 90

19 96

2
0
0
(
開

先
範
囲
)

1
0
0

1
0
0

6

内側 外側

※2

8

15
7

15
7

2 45
°

既設　斜材

2
2

1
5

9
4
3

"d"部 詳細図 S=1/5

2
0

3
6

2
4

R3
0

15
7

15
7

580

9 36 30 180 20

1020

220

9

15

60°

9
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1.10%

150 - TCB M22 x 80 (S10T)

2 - PL  380x 12 x 3580

22

412

22

380

16

16
50140

50

A

A

B

B

A - A

U1

L2

A2

1.特記なき材質は全てSS400とする。

2.　　　　 の溶接記号は完全溶け込み溶接とする。

注記)

  (F.P溶接)

140

2 - PL  380x 12 x 3340

10
68
8.
6

19
60

69
39
.6

17
89

33
39
.6

20

35
80

40

23
x1
40
.9
=3
23
9.
6

60
60

10
0

24
x1
40
.8
=3
38
0

40

35
80

20

33
39
.6

40

24
x1
40
.8
=3
38
0

10
0

60
60

23
x1
40
.9
=3
23
9.
6

40

35
80

20

33
39
.6

40

24
x1
40
.8
=3
38
0

10
0

60
60

23
x1
40
.9
=3
23
9.
6

40

3.部材寸法、ボルト孔明け位置は現地計測を行い、

  その結果を反映し最終決定すること。

4
1
2

2
2

450

B - B S=1/20

2
2

1
6

3
8
0

1
6

5
0

1
4
0

5
0

12 19 12

1
4
0

ジャッキアップ補強詳細図（その１８） S=1/50

A2橋台（外主構）<6/6>[1組分]

ジャッキアップ補強詳細図（その１８）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体
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ジャッキアップ補強詳細図（その１９）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

ジャッキアップ補強詳細図（その１９） S=1/50

A2橋台（中主構）<1/6>

1.特記なき材質は全てSM490YBとする。

2.　　　　 の溶接記号は完全溶け込み溶接とする。

3.特記なきスカーラップは35Rとする。

注記)

  (F.P溶接)

4.部材寸法、ボルト孔明け位置は現地計測を行い、

  その結果を反映し最終決定すること。

5.ジャッキ上には下弦材に分散して反力伝達させるため、

  □490x45以上のベースプレートを使用すること。

配置図

P1A1 P2 P3

P4L

1
7
0
0
0

1
7
0
0
0

450 78400 80000 80000 80000 450

319300

P7 A2P6P5P4R

45078400800008000080000450

319300

中主構

外主構 L側

外主構 R側

P.P※1

9
5
0
0

A2P7側

1
81
6

1
5
7
5

既設壁高欄位置

1600

□490

7000kNジャッキ
2 基（参考)

1500

3303

2
5
0
0

530

49
32

168
32

168
32

49

40

450
40

補強 PL①

Base PL①

Guss PL

Rib PL①

Rib PL②

Rib PL③

1.10%

Rib PL④

C

C

D

D

E

E

※増し溶接範囲800
400400

F

F

側面図

A A

B B

補強 PL②

補強 PL③

2 - Guss PL  851 x 25 x 8330

Fill PL①

"a"

530500530

50

7
6
9
1

8
2
9
8

1
6
4

4
8
8
2

10°
6'3

"

"b"

31

10302850

75

835

1200

"c"

"d"

15
4
5
0

1
5

ベースプレート

R20

6
0
0

2
8

22
5
0
0

2
2

2
8

19500
15 22 463

F - F
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ジャッキアップ補強詳細図（その２０）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

中主構

A2

中主構

A2

平面図(下弦材 Bott PL)

平面図(下弦材 Top PL)
A - A

a

a

9002949

4629181569

178.5209209296.5

323232

2586825

5
0
0

1
5

4
7
0

1
51
6

1
6

1
1
9
0

2
60

35
6
0
0

3
5

2
60

P7側

P7側

2903569

10702499

45.5209209

323232

6
0
0

25
2
5

5
0
0

2
5

2
5

8
2
0

1
3
5

2
5

5
0
0

2
5

1
3
5

1 - PL  550 x 36 x  2950

40
4
7
0

40

5
5
0

1 - PL  1190 x 51 x  3570(SM520C-H)

b - b

99

550

2550025

1190

295600295

b

b

上側

下側

3
6

10302858

9

9

2 - PL  450 x 36 x  2863

補強 PL①

補強 PL②

補強 PL②

Base PL①

9

3
6

6
0
0

3
4

1
6

5
0
0

16
34

8752694

99

9

9

溶接無し

2035.5

1
5

7
9
0

1
5

ジャッキアップ補強詳細図（その２０） S=1/30

A2橋台（中主構）<2/6>

a - a

99

500

1547015

1576015

1
5

4
8
5

1
5

9

上側

下側

4
8
9

3
6

1
5

4
5
0

1
5
9

3
6

"e"

"f"

"e"

1.特記なき材質は全てSM490YBとする。

2.　　　　 の溶接記号は完全溶け込み溶接とする。

3.特記なきスカーラップは35Rとする。

注記)

  (F.P溶接)

4.部材寸法、ボルト孔明け位置は現地計測を行い、

  その結果を反映し最終決定すること。

25

790

4
9
9

3
6

1
0
1
5

4
5
0

1
5
9

5
1

2
5

9

600

16 36

15 2116

9

1
0

5
1

15

"e"部 詳細図 S=1/5

60°

9

3
5°

1
5

25

P.P

"f"部 詳細図 S=1/5

1
0

2
5

5
1

3
6

20

"a"部 詳細図 S=1/5

既設フランジ

Base PL①

1:10

130

1200

板厚変化点

20

"b"部 詳細図 S=1/20

8

製作数:2

1 - Corner PL  135 x 22 x 250

135

25110

2
5
0

1
00

1
5
0

44

内側溶接無し

☆

☆：ジャッキアップ完了後にCorner PLは撤去すること。

1
0

45°

2
2

支点上補剛材

P.P※1部詳細図 S=1/5

2
2

ウェブ

2215

既設　斜材

フランジ

内
側

外
側

6

2
5

Guss PL

45°

2

7
0

7
0

R1
50

R150

現場溶接後にR150に切断する現場溶接後にR150に切断する

"c"部 詳細図 S=1/20

P.P

50

橋門構

Rib PL

"d"部 詳細図 S=1/20

1
2
0
0

1
2
0
0

486 250

535111 90

320215

1
0
0
0

2
1
5

5
7
0

2
1
5

1
5

1
5

1515

R30

R3
0

10

1
6
5

1
6
5

B - B

補強 PL③

1 - PL  535 x 44 x 1000(SM570-H)

350
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ジャッキアップ補強詳細図（その２１）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

ジャッキアップ補強詳細図（その２１） S=1/20

A2橋台（中主構）<3/6>

1.特記なき材質は全てSM490YBとする。

2.　　　　 の溶接記号は完全溶け込み溶接とする。

注記)

  (F.P溶接)

Base PL①詳細

3569

8752239260

51

3
6

1
1
9
0

2
6
0

6
7
0

2
6
0

2
00

7
90

2
0
0

195

2949

461.5918(開先範囲)1569.5

補強 PL①詳細

5
50

4
0

4
70

4
0

3
6

下側

上側

1
8

補強 PL③詳細

320

1
0
0
0

2
1
5

5
7
0

2
1
5

215

535

R30

R3
0

44

15

1
:5

1
:5

1
0
0
0

4
5
0

52858

5

補強 PL②詳細

36

36

15

60°

2858(60°カット範囲)

3
5°

575300

2
3
0

1
6
5

1
6
5

2
3
0

φ25.0(貫通孔)

(現場孔明け)

下弦材

WEB側

横桁

U.FLG側

150 815

5
1

1:10

5
1

3
6

815150

3.部材寸法、ボルト孔明け位置は現地計測を行い、

  その結果を反映し最終決定すること。
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ジャッキアップ補強詳細図（その２２）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

ジャッキアップ補強詳細図（その２２） S=1/40

A2橋台（中主構）<4/6>

1.特記なき材質は全てSM490YBとする。

2.　　　　 の溶接記号は完全溶け込み溶接とする。

注記)

  (F.P溶接)

3.※1：Base PL厚さ51mmのジャッキアップ材方向の

　厚さとする。

4.部材寸法、ボルト孔明け位置は現地計測を行い、

  その結果を反映し最終決定すること。

500

544

22 22

173

C - C

173

1150

3002550025300

1190

295600295

24332

50500

20 243 32

50

1
5
3

2
0
0

1
8
8
5

2
1
1

1
4
3
7

20

8
3
4
9

4
0
3

(
既
設
斜

材
取

り
合
い

部
 
現
場
溶

接
)

8
7
5
2

6
9
5
3

1
00
0

6
9
9

7
5
50

5
3

1
0
0

5
2
2

3
8

80
1
5
5

4
6
4

"b"

Rib PL④

9

BASE PL① 15
7

15
7

9

2
7
1
1

5
7
4

4
0

1
2
2

1
2
5

1
2
2

4
0

"a"

1
2
5

8

8 15320

既設 斜材

Rib PL①

2 - Rib  PL  300 x 32 x 7550

2 - Rib  PL  300 x 32 x  720

16 36 2731636273

5
0
3

2 - Rib  PL  173 x 32 x  503

170170

Rib PL⑤

"c"

130130

3232 "d"

R3
0

※
1

500

544

22 22

173

D - D

173

1150

3002550025300

1190

295600295

24332

34532

20 243 32

34

1
5
3

2
0
0

1
88
5

2
1
1

1
4
3
7

20

7
2
8
8

4
0
3

(
既

設
斜
材

取
り
合

い
部

 
現
場

溶
接
)

7
6
9
1

5
8
9
2

1
0
0
0

6
9
9

6
4
9
0

5
3

1
0
0

5
2
2

38
8
0

1
5
5

4
6
4

"b"

Rib PL④

9

BASE PL①

9

2
7
7
3

5
7
4

4
0

1
2
2

1
2
5

1
2
2

4
0

"a"
1
2
5

8

8 15320

既設 斜材

Rib PL②

a a

2 - Rib  PL  300 x 32 x 6490

2 - Rib  PL  300 x 32 x  720

16 36 2731636273

5
0
3

2 - Rib  PL  173 x 32 x  503

170170

Rib PL⑤

130130
0

3232

R3
0

"c"

15
7

15
7

※
1

500

544

22 22

173

E - E

173

1150

3002550025300

1190

295600295

24332

50500

20 243 32

50

1
5
3

2
0
0

1
8
8
5

2
1
1

1
43
7

20

6
2
2
7

4
0
3

(
既
設
斜

材
取

り
合
い

部
 
現
場
溶

接
)

6
6
30

4
83
1

1
0
0
0

6
9
9

5
4
2
9

5
3

1
0
0

5
22

3
7

1
5
5

4
6
4

"b"

Rib PL④

9

BASE PL①

9
2
8
3
5

5
7
4

4
0

1
2
2

1
2
5

1
2
2

4
0

"a"

1
2
5

8

8 15320

既設 斜材

Rib PL③

2 - Rib  PL  300 x 32 x 5429

2 - Rib  PL  300 x 32 x  720

16 36 2731636273

5
0
2

2 - Rib  PL  173 x 32 x  502

170170

Rib PL⑤

130130

8
0

0

3232

R3
0

"c"

15
7

15
7

※
1

1190

20 243 32 2024332600

a - a

1190

20 243 32 2024332600

160 160

Rib PL④

ジャッキアップ位置

Rib PL④

45
2
0
9

2
0
9

32
32

3
2

8
0
0

※
2
 
増

し
溶
接

範
囲

4
00

4
0
0

※2 既設隅肉6mm溶接→隅肉13mm増し溶接する。　

13
※

13
※
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ジャッキアップ補強詳細図（その２３）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

ジャッキアップ補強詳細図（その２３） S=1/20

A2橋台（中主構）<5/6>

2 - BASE  PL  450 x 22 x 574

2 - PL  456 x 22 x  450

5
7
4

9
0

2
2

3
5
0

2
2

9
0

4
0

1
2
2

1
2
5

1
22

4
0

b

b

450

214 22 214

89 75 50 75 8950

8

8

"a"部 詳細図
b - b

1 - PL  456 x 22 x  350

40 - TCB M22 x 85 (S10T)

1
5
5

5
9

3
8

2
5

33

5780

"b"部 詳細図

500 2525

22 456 22

6

32

2

6

25

45°

2

45°

※2

P.P※3

P.P※3

300 25

5
0

(
現

場
溶

接
区
間
)

8

250
(UT検査範囲)

φ26.5

8

32

3
6 30

6

1
2
5

R3
0

R30

リブ3本開先形状向き

Rib PL③

Rib PL①・②・③

Rib PL②

Rib PL①

1.特記なき材質は全てSM490YBとする。

2.　　　　 の溶接記号は完全溶け込み溶接とする。

注記)

  (F.P溶接)

P.P※4

35
°

9

16

P.P※4

P.P※2

R3
0

R30

3.部材寸法、ボルト孔明け位置は現地計測を行い、

  その結果を反映し最終決定すること。

25 170

22 173

"c"部 詳細図 S=1/10

2
0
0
(
開
先

範
囲
)

1
0
0

1
0
0

3

内側 外側

※2

8

15
7

15
7

既設　斜材

2
2

1
5

2 4
5°

10
5
1

"d"部 詳細図 S=1/5

2
0

36
2
5

R3
0

9

16 36 30

15
7

15
7

243 20

15

60°

1190
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1.特記なき材質は全てSM490YBとする。

2.　　　　 の溶接記号は完全溶け込み溶接とする。

注記)

  (F.P溶接)

U1

4 - PL  178x 22 x 3214

4 - PL  178x 22 x 2944

312 - TCB M22 x 85 (S10T)

2 - PL  500x 22 x 2984

2 - PL  500x 22 x 3254

85

95
140

95
85

50
50

178
22

178
22

7

7

A

B

B

28
422

28

478

A - A

200

200

L2

A2

50

50

20

10
68
8.
6

23
70

62
58
.6

20
60

29
84
.3

20

32
54
.3

40

18
x1
61
.4
=2
90
4.
3

40
40

19
x1
67
.1
=3
17
4.
3

40

32
54
.3

20

29
84
.3

12
8

29
44
.3

20
20

32
14
.3

20
12
8

12
8
12
8

12
8

12
8
12
8

12
8

29
84
.3

20

32
54
.3

20

29
44
.3

20

20

32
14
.3

20

3.部材寸法、ボルト孔明け位置は現地計測を行い、

  その結果を反映し最終決定すること。

B - B S=1/20

2
8

4
2
2

2
8

2
0
0

2
0
0

2
2

2
2

500

22 426 22

85 95 95 85

1
7
8

1
7
8

8
78

140

15 15

A

ジャッキアップ補強詳細図（その２４）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

ジャッキアップ補強詳細図（その２４） S=1/50

A2橋台（中主構）<6/6>
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配置図

A1 A2P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7

6
（圧縮リング付）
クロロプレンゴム5 クロロプレンゴム

SUS3168

(         ) SM490AまたはSCW480N

2

2

1310

1
9
90

1
0

1
9
70

1
0

3.2

3
.
2

1
2
.5

12.5

12.5

1330

1
2.
5

1
35

1
5

2

C2

12.5
12.5

6.31.6

25 6.312.5

∅470

4
6
.8

1
0

5

∅479

2
5

(    ) SS400
25

4
3.2

∅480

3
2

∅1
8

∅26

920

9
2
0

800

680

6
8
0

SM490A
25

10

25
1 (         ) SCW480N

12.5 3.2

∅480

7
0

1
6
9

6
0

1
0
9

12.5

4

PTFE3

2
.
8

25

1
6
50

1
2
0

R0
.5

SD345

平座金 並丸 39x66x6 -10H

9
25

六角ボルト    中   M16 x  8.8

平座金  並丸  18x30x3.2  -22H

7

R3

8
0
0

R1
0

4-39キリ 

AB

断面AB

表面処理 

中間プレートに接着 

表面処理 

滑り板接着面には表面処理 

を施さないこと 

圧縮リング 

接続部は橋軸直角方向に 

向けてセット 

16-M16

ネジ深15

R280

R3
40

∅4
40

∅4
40

SR
23
9.
5

∅47
0

4
6
0

D38

5

M36

3
8
0

80 6
0

2
9

8
5

M12ネジ深24

（吊り用）

∅1
90

28
3
8
0

3
0
9

1
5

1
7

325

1330

800

920

∅50

800

920

350

1990

橋 軸 方 向

∅190

16-M16

4-D38

10

橋軸直角方向

2
0

9

10

1

2

7

5

4

6

3

R0.5

溶融亜鉛めっき

塗 装 の 場 合

16

8

六 角 ボ ル ト ・ 座 金

ス  テ  ン  レ  ス  板

9

10

SD345

SUS316

4 18.1

1 41.1

7

6

ゴ  ム  プ  レ  ー  ト

シ  ー  ル  リ  ン  グ

5

4

クロロプレンゴム

クロロプレンゴム

1 0.5

1 7.5

1310x2x1966

圧縮リング付

411

536

----

1 下　　　　　　　　　沓

中  間  プ  レ  ー  ト

上　　　　　　　　　沓2

3

品    　名部番

材 料 表

404.2SCW480N 1

SS400

2496.21

1 60.9

個数材　質 質量(kg)

許   容   支   圧   応   力   度

水        平        震        度

橋 軸 直 角 方 向 水 平 力（地震時）

上          揚          力（地震時）

橋  軸  方  向  水  平  力（移動時）

備　　考

kN

kN

kN

4111

2664

反                             力

最　　大    反    力

死    荷    重    反    力

設 計 条 件

kN

kN

JIS  B  1180
JIS  B  1256

ベ ー ス プ レ ー ト SM490A 1 185.9

JIS  B  1181
JIS  B  1256

注1）ソールプレートの上沓せん断キー挿入部には、C3の面取り

注2）   印は、溶融亜鉛めっき仕様の場合のめっき施工部材を示す。

移              動             量

摩        擦        係        数

滑        り        板 PTFE 1.31

RH2e

RH1f

Rd

V

R

設    計    移    動    量（橋軸）

設    計    移    動    量（直角）

e1

e2

712.0 mm

381.6 mm

Khc 動的照査法設   計   水   平   震   度

f 0.10設   計   摩   擦   係   数

下 部 工 と の 許 容 支 圧 応 力 度

上 部 工 と の 許 容 支 圧 応 力 度

σba

σba

7.2 N/mm2

210 N/mm2

付着量550g/m2 以上，350g/m2以上（ボルト類）

塗  装  面  積           　 1.39  　m2

一    般    外    面    の    防    食    処    理

全　　重　　量　　　　   　   　3215.8  　　(kg)

     を施すこと。

※1　移動時水平力の地震時換算値（1.5/1.15倍）

※1300 325 325 300 325 350

950 1650
950

支承詳細図（その１）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

支承詳細図（その１） S=1/20

外主構 BP・B(A) A1,A2橋台

NEXCO西日本コンサルタンツ株式会社
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SD345

平座金 並丸 52x92x8 -10H

9
25

六角ボルト    中   M24 x  8.8

平座金  並丸  26x44x4.5  -22H

7

縮尺 1:20

6
0
0

5

D51

5
10

M48

1
053
8

1
0
0 75

M12ネジ深24

（吊り用）

配置図

A1 A2P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7

6
（圧縮リング付）
クロロプレンゴム5 クロロプレンゴム

SUS3168

(         ) SM490AまたはSCW480N

2

2

1570

1050

2
2
5
0

1
0

2
2
3
0

1
0

3.2

3
.
2

1
2
.5

12.5

12.5

1590

1
2
.
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2
0
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1
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2

C2

12.512.5

6.31.6

25 6.312.5

∅710

6
6
.
8

1
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7
.
5

∅719

2
5

(    ) SS400
25

4
3.2

∅720

4
8

1460

1
4
6
0

1300

1140

1
1
4
0

SM490A
25

10

25
1 (        ) SCW480N

12.5 3.2

∅720

1
0
0 2
5
0

9
1

1
5
9

12.5

4

PTFE3

2
.
8

25

1
7
5
0

1
9
0

R0.5

R0
.5

R3

1
3
0
0

R1
0

4-52キリ 

AB

断面AB

表面処理 

中間プレートに接着 
表面処理 

滑り板接着面には表面処理 

を施さないこと 

圧縮リング 

接続部は橋軸直角方向に 

向けてセット 

16-M24

ネジ深30

1300

1460

36
5
1
0

4
6
5

1
5

1300

1460

375

1590

350

2250

10

16-M24

4-D51 5

4

6

3

9

10

1

2

7

∅50

橋軸直角方向 橋 軸 方 向

2
5

1
8

R520

R5
70

∅6
60

∅6
60

SR3
59.

5

∅34

∅2
6

∅7
10

∅4
00

∅400

溶融亜鉛めっき

塗 装 の 場 合

16

8

六 角 ボ ル ト ・ 座 金

ス  テ  ン  レ  ス  板

9

10

SD345

SUS316

4 42.5

1 55.8

7

6

ゴ  ム  プ  レ  ー  ト

シ  ー  ル  リ  ン  グ

5

4

クロロプレンゴム

クロロプレンゴム

1 1.1

1 25.4

1570x2x2226

圧縮リング付

898

1171

----

1 下　　　　　　　　　沓

中  間  プ  レ  ー  ト

上　　　　　　　　　沓2

3

品    　名部番

材 料 表

1828.9SCW480N 1

SS400

5348.91

1 202.6

個数材　質 質量(kg)

許   容   支   圧   応   力   度

水        平        震        度

橋 軸 直 角 方 向 水 平 力（地震時）

上          揚          力（地震時）

橋  軸  方  向  水  平  力（移動時）

備　　考

kN

kN

kN

8981

6140

反                             力

最　　大    反    力

死    荷    重    反    力

設 計 条 件

kN

kN

JIS  B  1180
JIS  B  1256

ベ ー ス プ レ ー ト SM490A 1 602.2

JIS  B  1181
JIS  B  1256

注1）ソールプレートの上沓せん断キー挿入部には、C3の面取り

注2）   印は、溶融亜鉛めっき仕様の場合のめっき施工部材を示す。

移              動             量

摩        擦        係        数

滑        り        板 PTFE 3.01

RH2e

RH1f

Rd

V

R

設    計    移    動    量（橋軸）

設    計    移    動    量（直角）

e1

e2

712.0 mm

381.6 mm

Khc 動的照査法設   計   水   平   震   度

f 0.10設   計   摩   擦   係   数

下 部 工 と の 許 容 支 圧 応 力 度

上 部 工 と の 許 容 支 圧 応 力 度

σba

σba

7.2 N/mm2

210 N/mm2

付着量550g/m2 以上，350g/m2以上（ボルト類）

塗  装  面  積           　 3.07  　m2

一    般    外    面    の    防    食    処    理

全　　重　　量　　　　   　   　8110.4  　　(kg)

     を施すこと。

※1

※1　移動時水平力の地震時換算値（1.5/1.15倍）

300 375

1050

375 300 375 350

1750

支承詳細図（その２）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

支承詳細図（その２） S=1/30

中主構 BP・B(B) A1,A2橋台

NEXCO西日本コンサルタンツ株式会社

 39     51



9

アンカーボルト詳細 S=1/10

削
孔
径

φ
4
8

削孔長 580

10

ネジ切り長130
(140)

平座金

(t=6mm)

1種ナット

3種ナット

(M36用)

(M36用)

不陸調整樹脂
(t=5mm)

樹脂系接着剤

アンカーボルトD38x700
(M36ネジ切り L=130)

5 50 56 19
(29)

130
(140)

定着長 = 570mm

700(710)

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

15 330 15

53605

370

280 280

55 55

1515

705

孔
径
φ
26.5

2
2
6

2
2
6

95
3
0
2

1
2
5

5
2
2

4
1
4

2
04
8 2
5

2
2

2
2

2
2

8
5

3
8
2

上部工付ブラケット〔 L側 〕

2
8
0

2
8
0

5
9
.
5

7
0
5

5
9
.
5
1
0
0

1
8
0

1
80

1
0
0
5
9
.
5150

250

上部工付ブラケット

1-PL 360x48x1072

1-PL    x  x956

1-PL    x  x936

1-PL    x  x955

4-PL 280x22x 250

  -TCB M22x110(S10T)

 -PL 280x22x    

7
0
5

38 717 38

撤去材料

  - PL 150 x  9 x 200

3 - PL  90 x  8 x 200(SM50YA)

3
4
0

280 25 280

55 55

15 675 15

705

22
2
2

2
2

8
5

3
8
2

5
0

2
2
6

2
2
6

2
8
4

1
2
5

3
0
2

3
5
9

2
8
0

2
80

7
0
5

8

26 843

28

下部工付ブラケット

1-PL 766x25x843

1-PL    x  x

 -PL 280x22x    

4-PL 250x22x 280

1-PL     x50x    

36-Anchor Bolt D38x 700(SD345)

36-Nut M36(1種)(SS400)

36-Nut M36(3種)(SS400)

36-Washer M36(SS400)

※

※

※

※

※

※

※

※

※

5
2
6

1
0
0

5
0

5
0

150

250

1
00

1
8
0

1
0
0

6
0

7
0
5

下部工付ブラケット〔 L側 〕

16-HTB M24x130(F8T)※

16-HTB M24x   (F8T)※

C

C

3-3
4-4

5-5

2-2

C-C

G-GF-F

D-D

現場孔明

φ26.5 × 36本(下フランジ SM570 t=25mm)

φ26.5 × 34本(ウェブ SM570 t=13mm)

S=1/30支承詳細図（その３）
制震ダンパー撤去再設置　A1橋台（中主構）

2
0

7
6
6

3
4
0

5
0

5
7
0

1495

299 897 299

26 843 28

1-1

3

4

5

8

6 6

6-6

3x80=240 115 3x80=240

3x80=240 115 3x80=240

25
6
0

6
0

1
8
0
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6
0

2515 15

26

675

2
6

5
9
.
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2
6

50

136.5
15 22

50

1
5

3
5
0

136.5
15

50

2
24
5

3
8
0

1
5

4
1
0

13
22

                (SM520C-H)

     705 38    (SM490YB)

     717 26    (SM490YB)

     717 38    (SM490YB)

     1370    1495(SM520C-H)

     786 26 867

2            843

16-TCB M22x135(S10T)(2-W)

16

2            717

           165

孔
径
φ
26.5

中主構

0.19%

7
2
8

26 843 28 38 717 38

897 3582 793 1911

9
0
0

A1

中主構

26 843 28 38 717 38

897 3560 793

1918.5

90
°
0'
0"

ダンパー設置図 S=1/90

1930470 300843.4

15C

15C

15C 15
C

D

D

38 717 38

793

G G

F F

7
2
8

7
2
7

9

A A

B B

0.19%

主桁補強材

2-PL 200x22x 380

2-PL 137x22x 410

2-PL 155x22x 210

12-TCB M22x 95(S10T)

15C

15
C

1370

200 443 423

40 120 40

892289
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8
0

4
0

4
x
7
5
=
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4
0

40
106.5

130
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40

167 9 167
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7
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1
0
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5
x
1
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=
5
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水勾配2%程度

2
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2
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2
7
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1
0
0
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1
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0
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E

E

2
2

7
2

11.5

1
6
5

285

55

8181

1515

2
8
0

2
80

2
7
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6
8
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9
56

3
8
2

(
F
.
P
区
間
)

4
89

3
8
2

(
F
.
P
区
間
)

6
5
9

2
8
0

2
8
0

19

9

6
5

6
5

ベースプレート孔も樹脂接着剤充填

3000
LFLG厚=25mm

LFLG厚=19mm

300

外主構 L桁 外主構 R桁
ST5JU

〔L側ブラケット〕

〔L側ブラケット〕

調整プレート詳細

16-φ26.5

3
8
2

40
3
0
2

4
0

675

40 115 40

調整プレート

1-PL 382x19x675(SS400)

19

3

4

5

配置図

P1A1 P2 P3

P4L

1
7
0
0
0

1
7
0
00

中主構

450 78400 80000 80000 80000 450

319300

P7 A2P6P5P4R

45078400800008000080000450

319300

外主構 L桁

外主構 R桁

19

3x80

=240

3x80

=240

8

19

調整プレート

t=19+3.2mm

調整プレート

t=19+3.2mm

2 - PL 120 x 22 x 500

1 - PL 300 x 22 x 400

1 - PL 300 x 22 x 300

R側

55

8

18.5

55

55

注記)

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

3.下部工ブラケットのベースプレート孔明けは、

4.※印部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。

  亜鉛の付着量は、JIS　H8641 HDZT77とする。

  但し、ボルト・ナットは、HDZT49とする。

5.

6.15C箇所はすべて溶接後に埋め戻すこと。

     は引張HTBを示す。

  アンカーボルト位置決定後に行うこと。

  リブプレート位置もアンカーボルト孔明け位置

  により決定すること。

7.特記なきボルト孔径はφ26.5とする。

2.　　　　 の溶接記号は完全溶け込み溶接とする。

  (F.P溶接)
7

7

P
1
側

1-PL 382x3.2x675(SS400)

8.既設部は現地孔明(φ26.5)、新設取付部材は

  工場孔明(φ26.5)とする。

3

3

3

22

3

7
86

4
1
4

3
5

66
6
6

80
66

6
6

3
5

2
7
6

5
1
0

22

8x89.9=719

22

14 14

14 14

799

40 40

3
2
0

7
86

4
0

7
0

1
00

70
4
0

867

360 147 360

40

4x70

=280 40 40

4x70

=280 40

2
9
0

1-PL 340x25x843※

1-PL    x  x※      340 26 1440

1-PL    x  x※      786 28 867

1-PL    x  x※      340 28 1440

※  2-SPL PL 414x16x799

※  2-SPL PL 320x14x867

※  4-SPL PL 320x14x360

※ 94-TCB M22x100(F8T)

※ 40-TCB M22x95(F8T)

L側

1
6
0

16 16

L側

ST5

A-A

B-B
1071.5

8638 717 38 192.5

40
7
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1
4
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7
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40

3
6
0

5
5

130 150 150 148.5
106.5
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210 439

2294 94
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5
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4
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106.5130106.5
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9207 207
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7
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4
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1
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40
7
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1
40

7
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4
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1
6
1
.
5

3
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1
6
1
.
5

6
6

1
4
0

66

65 6565 65

孔径φ24.
5

孔径φ24.5

ST5

ST5

※アンカーボルト長さは施工誤差を考慮して(  )寸法で製作する。

4070

40 40

5
5

C-C

200(撤去範囲)

200(撤去範囲)

0.19%

200(撤去範囲)

撤去

撤去

214(撤去範囲)

撤去範囲

JU Stiff撤去高さ=500

水平補剛材撤去高さ=200

ST5JU

5
0
0
(
撤
去
範
囲
)

210

1 - PL  90 x  8 x 214

  -TCB M22x130(S10T) 4

4
82
5

2
2

280 26 280

705

E-E

15 330 15

360

5
2
2

2
7
6

9
5
5

4
1
3

2
0

6
7
9

658 657

1340

237 237

2

2

1

1

  4

支承詳細図（その３）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

 40     51



5-5

R側

P
1
側

下部工付ブラケット

下部工付ブラケット〔 R側 〕

S=1/30支承詳細図（その４）
制震ダンパー撤去再設置　A1橋台（中主構）

1-1

6 6

A1

中主構

1918.5

90°
0'0"

11.5

調整プレート詳細

16-φ26.5

3
8
2

40
3
0
2

4
0

675

40 115 40
調整プレート

1-PL 382x19x675(SS400)19

配置図

P1A1 P2 P3

P4L

1
7
0
0
0

1
7
0
00

中主構

450 78400 80000 80000 80000 450

319300

P7 A2P6P5P4R

45078400800008000080000450

319300

外主構 L桁

外主構 R桁

3x80

=240

3x80

=240

注記)

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

3.下部工ブラケットのベースプレート孔明けは、

4.※印部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。

  亜鉛の付着量は、JIS　H8641 HDZT77とする。

  但し、ボルト・ナットは、HDZT49とする。

5.

6.15C箇所はすべて溶接後に埋め戻すこと。

     は引張HTBを示す。

  アンカーボルト位置決定後に行うこと。

  リブプレート位置もアンカーボルト孔明け位置

  により決定すること。

7.特記なきボルト孔径はφ26.5とする。

2.　　　　 の溶接記号は完全溶け込み溶接とする。

  (F.P溶接)

1-PL 382x3.2x675(SS400)

8.既設部は現地孔明(φ26.5)、新設取付部材は

  工場孔明(φ26.5)とする。
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4-4

1-PL    x  x

1-PL     x  x

 -PL 280x22x    

4-PL 250x22x 280

1-PL     x50x    

36-Anchor Bolt D38x 700(SD345)

36-Nut M36(1種)(SS400)

36-Nut M36(3種)(SS400)

36-Washer M36(SS400)

※

※

※

※

※

※

※

※

※

16-HTB M24x130(F8T)※

     1370    1495(SM520C-H)

     843 25 1106

     1440 26 1126

2            843

1-PL     x  x※      1440 28 1126

R側

6-6

L側

アンカーボルト詳細 S=1/10

削
孔
径

φ
4
8

削孔長 580

10

ネジ切り長130
(140)

平座金

(t=6mm)

1種ナット

3種ナット

(M36用)

(M36用)

不陸調整樹脂
(t=5mm)

樹脂系接着剤

アンカーボルトD38x700
(M36ネジ切り L=130)

5 50 56 19
(29)

130
(140)

定着長 = 570mm

700(710)

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

ベースプレート孔も樹脂接着剤充填

※アンカーボルト長さは施工誤差を考慮して(  )寸法で製作する。
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上部工付ブラケット〔 R側 〕
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上部工付ブラケット

1-PL 360x48x1072
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4-PL 280x22x 250

  -TCB M22x110(S10T)

 -PL 280x22x    
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3871738

撤去材料

  - PL 150 x  9 x 200

3 - PL  90 x  8 x 200(SM50YA)

16-HTB M24x   (F8T)※

C

C

C-C

G-GF-F

D-D

現場孔明

φ26.5 × 36本(下フランジ SM570 t=25mm)

φ26.5 × 34本(ウェブ SM570 t=13mm)

3x80=240 115 3x80=240

26

675

2
6

5
9
.
5

2
6

50

136.5
15 22

50

1
5

3
5
0

136.5
15

50

2
24
5

3
8
0

1
5

4
1
0

13
22

                (SM520C-H)

     705 38    (SM490YB)

     717 26    (SM490YB)

     717 38    (SM490YB)

16-TCB M22x135(S10T)(2-W)

16

2            717

           165

15
C 15C

D

D

3871738

793

GG

FF

7
2
8

7
2
7

9

AA

BB

0.19%

主桁補強材

2-PL 200x22x 380

2-PL 137x22x 410

2-PL 155x22x 210

12-TCB M22x 95(S10T)

15C

200443423

4012040

892289

45
3
8
0

4
0

4
x
7
5
=
30
0

4
0

40
106.5

130
106.5

40

1679167

6
7
6

2
2

1
0
4

5
x
1
00
=
5
0
0

2
0

2
7
6

2
7
6

1
0
0
3

1
0
0
4

E

E

2
2

7
2

2
7
6

6
8
0

9
56

3
8
2

(
F
.
P
区
間
)

4
89

2
8
0

2
8
0

19

9

6
5

8

19

調整プレート

t=19+3.2mm

調整プレート

t=19+3.2mm

2 - PL 120 x 22 x 500

1 - PL 300 x 22 x 400

1 - PL 300 x 22 x 300

55

55 7

3

3

ST5

A-A

B-B
1071.5

863871738192.5

40
7
0

1
4
0

7
0

40

3
6
0

5
5

130150150148.5
106.5

130
106.5

1071.5

40

4013040

210439

22 9494

5
1
5
5

5
50

1
5
5

4
4

6
6

1
40

6
6

4
4

106.5130106.5

423

9 207207

4
0

7
0

1
40

7
0

4
0

1
3

40
7
0

1
40

7
0

4
0

1
6
1
.
5

3
7

1
6
1
.
5

6
6

1
4
0

66

6565 6565

ST5

ST5

40 70

4040

5
5

JU Stiff撤去高さ=500

水平補剛材撤去高さ=200

210

1 - PL  90 x  8 x 214

  -TCB M22x130(S10T) 4

4
82
5

2
2

28026280

705

E-E

1533015

360

5
2
2

2
7
6

9
5
5

4
1
3

2
0

6
7
9

中主構

0.19%

7
2
8

26843283871738

89735827931911

9
0
0

ダンパー設置図 S=1/90

1930 470300 843.4

水勾配2%程度

3000
LFLG厚=25mm

LFLG厚=19mm

300

外主構 L桁外主構 R桁
ST5 JU

〔L側ブラケット〕

〔L側ブラケット〕

26843283871738

8973560793 19 3

18.5

1340

318 318

1370

658 657

2

2

C-C

200(撤去範囲)

200(撤去範囲)

0.19%

200(撤去範囲)

撤去

撤去

214(撤去範囲)

撤去範囲

ST5 JU

5
0
0
(
撤
去
範
囲
)

4

支承詳細図（その４）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道
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下部工付ブラケット
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 -PL 280x22x    
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36-Anchor Bolt D38x 700(SD345)

36-Nut M36(1種)(SS400)
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制震ダンパー撤去再設置　A2橋台（中主構）
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注記)

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

3.下部工ブラケットのベースプレート孔明けは、

4.※印部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。

  亜鉛の付着量は、JIS　H8641 HDZT77とする。

  但し、ボルト・ナットは、HDZT49とする。

5.

6.15C箇所はすべて溶接後に埋め戻すこと。

     は引張HTBを示す。

  アンカーボルト位置決定後に行うこと。

  リブプレート位置もアンカーボルト孔明け位置

  により決定すること。

7.特記なきボルト孔径はφ26.5とする。

2.　　　　 の溶接記号は完全溶け込み溶接とする。

  (F.P溶接)

7

P
7
側

1-PL 382x3.2x675(SS400)

8.既設部は現地孔明(φ26.5)、新設取付部材は

  工場孔明(φ26.5)とする。
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1-PL    x  x※      340 28 1440

※  2-SPL PL 414x16x799

※  2-SPL PL 320x14x867

※  4-SPL PL 320x14x360

※ 94-TCB M22x100(F8T)

※ 40-TCB M22x95(F8T)
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アンカーボルト詳細 S=1/10
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ネジ切り長130
(140)

平座金

(t=6mm)

1種ナット

3種ナット

(M36用)
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不陸調整樹脂
(t=5mm)

樹脂系接着剤

アンカーボルトD38x700
(M36ネジ切り L=130)

5 50 56 19
(29)

130
(140)

定着長 = 570mm

700(710)

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

ベースプレート孔も樹脂接着剤充填

※アンカーボルト長さは施工誤差を考慮して(  )寸法で製作する。
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下部工付ブラケット

下部工付ブラケット〔 R側 〕

S=1/30支承詳細図（その６）
制震ダンパー撤去再設置　A2橋台（中主構）
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調整プレート詳細
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注記)

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

3.下部工ブラケットのベースプレート孔明けは、

4.※印部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。

  亜鉛の付着量は、JIS　H8641 HDZT77とする。

  但し、ボルト・ナットは、HDZT49とする。

5.

6.15C箇所はすべて溶接後に埋め戻すこと。

     は引張HTBを示す。

  アンカーボルト位置決定後に行うこと。

  リブプレート位置もアンカーボルト孔明け位置

  により決定すること。

7.特記なきボルト孔径はφ26.5とする。

2.　　　　 の溶接記号は完全溶け込み溶接とする。

  (F.P溶接)

1-PL 382x3.2x675(SS400)

8.既設部は現地孔明(φ26.5)、新設取付部材は

  工場孔明(φ26.5)とする。
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 -PL 280x22x    

4-PL 250x22x 280

1-PL     x50x    

36-Anchor Bolt D38x 700(SD345)

36-Nut M36(1種)(SS400)

36-Nut M36(3種)(SS400)

36-Washer M36(SS400)

※

※

※

※

※
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※

16-HTB M24x130(F8T)※

     1370    1495(SM520C-H)

     843 25 1106

     1440 26 1126
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1-PL     x  x※      1440 28 1126
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アンカーボルト詳細 S=1/10

削
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削孔長 580
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ネジ切り長130
(140)

平座金

(t=6mm)

1種ナット

3種ナット

(M36用)
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不陸調整樹脂
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樹脂系接着剤
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(M36ネジ切り L=130)
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定着長 = 570mm

700(710)

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

ベースプレート孔も樹脂接着剤充填

※アンカーボルト長さは施工誤差を考慮して(  )寸法で製作する。
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16

2            717

           165

15
C 15C

D

D

3871738

793

GG

FF

7
2
8

7
2
7

9

AA

BB

0.19%

主桁補強材

2-PL 200x22x 380

2-PL 137x22x 410

2-PL 155x22x 210

12-TCB M22x 95(S10T)

15C

200443423

4012040

892289

45
3
8
0

4
0

4
x
7
5
=
30
0

4
0

40
106.5

130
106.5

40

1679167

6
7
6

2
2

1
0
4

5
x
1
00
=
5
0
0

2
0

2
7
6

2
7
6

1
0
0
3

1
0
0
4

E

E

2
2

7
2

2
7
6

6
8
0

9
56

3
8
2

(
F
.
P
区
間
)

4
89

2
8
0

2
8
0

19

9

6
5

8

19

調整プレート

t=19+3.2mm

調整プレート

t=19+3.2mm

2 - PL 120 x 22 x 500

1 - PL 300 x 22 x 400

1 - PL 300 x 22 x 300

55

55 7

3

3

ST5

A-A

B-B
1071.5

863871738192.5

40
7
0

1
4
0

7
0

40

3
6
0

5
5

130150150148.5
106.5

130
106.5

1071.5

40

4013040

210439

22 9494

5
1
5
5

5
50

1
5
5

4
4

6
6

1
40

6
6

4
4

106.5130106.5

423

9 207207

4
0

7
0

1
40

7
0

4
0

1
3

40
7
0

1
40

7
0

4
0

1
6
1
.
5

3
7

1
6
1
.
5

6
6

1
4
0

66

6565 6565

ST5

ST5

40 70

4040

5
5

JU Stiff撤去高さ=500

水平補剛材撤去高さ=200

210

1 - PL  90 x  8 x 214

  -TCB M22x130(S10T) 4

4
82
5

2
2

28026280

705

E-E

1533015

360

5
2
2

2
7
6

9
5
5

4
1
3

2
0

6
7
9

中主構

0.19%

7
2
8

26843283871738

89735827931911

9
0
0

ダンパー設置図 S=1/90

1930 470300 843.4

水勾配2%程度

3000
LFLG厚=25mm

LFLG厚=19mm

300

外主構 L桁外主構 R桁
ST5 JU

〔L側ブラケット〕

〔L側ブラケット〕

26843283871738

8973560793 19 3

18.5

1370

658 657

1340

318 318

2

2

C-C

200(撤去範囲)

200(撤去範囲)

0.19%

200(撤去範囲)

撤去

撤去

214(撤去範囲)

撤去範囲

ST5 JU

5
0
0
(
撤
去
範
囲
)

4

支承詳細図（その６）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体
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支承詳細図（その７） S=1/80

上部工検査路撤去再設置 A1・A2橋台 L側-中主構,中主構-R側

支承詳細図（その７）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

配置図

1
70
0
0

1
70
0
0

9800

上部工検査路

6
4
1
0

4
1
2
0

6
4
7
0

6
4
1
0

4
1
20

6
4
7
0

上部工検査路

A1 P1

9800700

中主構

A1

中主構

外主構 L桁 外主構 R桁

A

A

検査路梯子

A - A

745

6470

6470

745
B

B

B - B

検査路梯子

検査路梯子

9 250
200

50
50 400 50

2
7
5
0

2
7
5
0

1
0
0
1
5
0

7
0
0

1
5
0

検査路梯子

支持金具1

支持金具2

支持金具2

支持金具1

検査路梯子

制震ダンパー

制震ダンパー

P1

A1 P1

210

6076

601

1
70
0
0

1
70
0
0

9800

6
4
1
0

4
1
2
0

6
4
7
0

6
4
1
0

4
1
20

6
4
7
0

A2P7

9800 700

検査路梯子

検査路梯子

支持金具2 詳細図 S=1/20

50 150 50

1
5
0

30 20

50

3
0

6
0

6
0 1
5
0

φ13孔L 50x50x6

 1 - L 50 x 50 x 6 x 250

 2 - L 50 x 50 x 6 x 150

 2 - BN M10 x 35(2-W,UN付)

250

 2 - BN M10 x 30(2-W,UN付)
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沓座詳細図

1/75

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

沓座詳細図 S=1/75

NEXCO西日本コンサルタンツ株式会社

A1,A2橋台

外桁部
断面図

50 920 50

1020

橋軸直角方向

8
0
1
0

8
0
108
4

50 920 50

橋軸方向

1020

8
4
1
0

8
4
1
0

平面図

6080060

92050 50

1020

橋軸直角方向

6
0

8
0
0

60

9
2
0

5
0

5
0

1
0
2
0

橋
軸
方
向

800800

φ48

3
8
0

1
0

φ48

3
3
7

5
2
2

3
5
6

樹脂注入

▽26.360
(▽26.569)

▽25.467
(▽25.676)

鋼製台座

3
8
0

1
0

3
3
7

5
2
2

3
5
6

▽26.360
(▽26.569)

8
93

▽25.467
(▽25.676)

8
93

鋼製台座

アンカーボルト

樹脂注入

▽25.838
(▽26.047)

▽25.838
(▽26.047)

P1
(
P7
)

D38 L=380

4-φ48孔

アンカーボルト
D38 L=380

A1 A2

下フランジ高 EL1 26.360 26.569

鋼製台座高 H1 0.522 0.522

支承高 H2 0.337 0.337

支承据付高 EL2 25.501 25.710

沓座モルタル高 T1 0.034 0.034

新沓座高 EL3 25.467 25.676

台座高 H3 0.840 0.840

橋座高 EL4 24.627 24.836

8
0

8
0
1
0

8
0
1
0

5
10

1
0

5
0
1

5
2
2

4
8
9

▽26.351
(▽26.559)

▽25.297
(▽25.506)

1
05
4

8
0

8
0
1
0

8
0
1
0

5
10

1
0

5
0
1

5
2
2

4
8
9

▽25.297
(▽25.506)

1
05
4

1300

φ61

▽26.351
(▽26.559)

1300

φ61

中間部
断面図

8
0

1
3
0
0

8
0

1
4
6
0

5
0

50

1
5
6
0

橋
軸
方
向

平面図

80130080

146050 50

1560

橋軸直角方向

鋼製台座 鋼製台座

50 1460 50

橋軸方向

1560

50 1460 50

橋軸直角方向

1560

樹脂注入 樹脂注入

▽25.829
(▽26.037)

▽25.829
(▽26.037)

P
1

(
P7
)

アンカーボルト
D51 L=510

アンカーボルト
D51 L=510

4-φ61孔

A1 A2

下フランジ高 EL1 26.351 26.559

鋼製台座高 H1 0.522 0.522

支承高 H2 0.501 0.501

支承据付高 EL2 25.328 25.536

沓座モルタル高 T1 0.031 0.030

新沓座高 EL3 25.297 25.506

台座高 H3 0.670 0.670

橋座高 EL4 24.627 24.836

(
1
0
5
3
)

(
1
0
5
3
)
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断 面 図

支承取壊し範囲図 S=1/50

断 面 図

復旧範囲図 S=1/50

平 面 図 S=1/150 平 面 図 S=1/150

既設台座コンクリート取壊し復旧図

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

既設台座コンクリート取壊し復旧図

NEXCO西日本コンサルタンツ株式会社

側 面 図 S=1/150 側 面 図 S=1/150

取壊し復旧範囲寸法表

L1

L2

L3

L4

H1

H3

L5

L6

L7

H2

H4

L8

L9

L10

L11

L12

A1 A2

--

--

--

--

--

--

--

--

--

--

--

--

--

--

--

--

--

--

--

--

--

--

--

--

19 17

80

119

180

78

117

178

一次取壊し(人力)

二次取壊し(WJ)

5
0

1
0
0

5
0

H
3

H
2

はつりはつり

1
0
0

H
1

1
0
0 H
4

パラペット取壊し

ウィング取壊し

2
0
00

1600 1640

3000

1
1
0
0

1
1
0
0

4000

2
0
00

1
5
0

1
5
0

7
0
0

7
0
0

A1A2橋台

5
05
0

無収縮モルタル 無収縮モルタル

パラペット取壊し

ウィング取壊し

2
0
00

1600

3000 4000

2
0
00

1020

1
0
2
0

1560

1
5
6
0

無収縮モルタル 無収縮モルタル

7
0
0

A1A2橋台

7
0
0

5
0

無収縮モルタル

断面修復
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NEXCO西日本コンサルタンツ株式会社

ジャッキアップ用鋼製ブラケット詳細図

   1) 特記なき材質は、全てSM400Aとする。

注記)

   2) 特記なきスカーラップはR35とする。

アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。   3)

工場製作はアンカーボルト削孔位置等、現場実測確認のうえ   4)

行うものとする。 

アンカーボルトは樹脂系アンカーとする。    5)

(その１)

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

ジャッキアップ用鋼製ブラケット詳細図(その１) S=1/50

正 面 図

外主構

側 面 図

2
5
0

3
00

3
0
0

3
0
0

722

1
31
0

1
6
0

5

400 300 300 350 300 350 300 300 400

2460 270270

1
31
0

2
5
0

3
00

3
0
0

3
0
0

1
6
0

1600

Aタイプブラケット詳細図 S=1/30

1 - Base PL  1310 x 22 x 2460

1 - Flg PL   700 x 22 x  2460

1 - Flg PL   400 x 22 x  2460

9 - Web PL   667 x 22 x  1246

7 - Flg  PL  60 x 22 x  1287

2 - Flg  PL  50 x 22 x  1287

32 - Anc Bolt  D51 x 890(SD345)

32 - Nut M48 (1種) (SS400)

10
22

237 22 278 22 303 22 303 22 303 22 303 22 278 22 237
22
10

130 300 300 350 300 350 300 300 130

2460

2
50

3
0
0

3
00

3
0
0

1
6
0

10 2
2

1
2
4
6

2
2

1
0

1
3
1
0

2
2

6
9
0

1
0

7
2
2

7

7

7

7

2460

25

22 700

722

アンカーボルト D51
(埋込み長 L=765mm)

7

10

10

50 60 60 60 60 60 60 60 50

22 400

32 - Nut M48 (3種) (SS400)

32 - Washer M48 (SS400)

【製作数：4】

1

1

1 - 1 2 - 2

2

2

3 - 3

3 3
1
3
1
0

2
50

3
0
0

3
00

3
0
0

1
6
0

1
0

1
2
4
6

2
2

2
2

1
0

1
3
1
0

10 22 237 22 278 22 303 22 303 22 303 22 303 22 278 22 237 2210

2460

255 300 325 325 325 325 300 255 25

φ51孔

130 300 300 350 300 350 300 300 130

7

7

F.P.

アンカーボルト詳細図 S=1/10

埋込み長 76510

D
5
1

φ
6
1

削孔長 775

樹脂注入

22

8 29 38

67 23765

アンカーボルト長 890

M48 1種ナット

M48 3種ナット
座金

M
48

不陸調整樹脂

5

(t=5mm)
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NEXCO西日本コンサルタンツ株式会社

ジャッキアップ用鋼製ブラケット詳細図

   1) 特記なき材質は、全てSM400Aとする。

注記)

   2) 特記なきスカーラップはR35とする。

アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。   3)

工場製作はアンカーボルト削孔位置等、現場実測確認のうえ   4)

行うものとする。 

アンカーボルトは樹脂系アンカーとする。    5)

(その２)

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

ジャッキアップ用鋼製ブラケット詳細図(その２) S=1/50

中主構
正 面 図 側 面 図

2
40

3
0
0

2
5
0

2
5
0

2
50

722

1
4
5
0

1
6
0

5
250 500250250275250225225250275250250250500

1
4
5
0

370 3260 370

2
40

3
0
0

2
5
0

2
5
0

2
50

1
6
0

1600

2
4
0

3
0
0

2
50

2
5
0

2
5
0

1
6
0

130 250

3260

250 250 275 250 225 225 250 275 250 250 250 130 22 700

722

7

10

7

7
10

1
0

2
2

1
3
8
6

2
2

1
0

1
4
5
0

212
22
10

750 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 50

25

2
2

6
9
0

10

7
2
2

222282222822241222412221622203222162224122241222282222822212
22
10

アンカーボルト D51
(埋込み長 L=765mm)

Bタイプブラケット詳細図 S=1/30

3260

22 400

1 - Base PL  1450 x 22 x 3260

1 - Flg PL   700 x 22 x  3260

1 - Flg PL   400 x 22 x  3260

14 - Web PL   667 x 22 x  1386

12 - Flg  PL  60 x 22 x  1423

2 - Flg  PL  50 x 22 x  1423

65 - Anc Bolt  D51 x 890(SD345)

65 - Nut M48 (1種) (SS400)

65 - Nut M48 (3種) (SS400)

65 - Washer M48 (SS400)

【製作数：2】

2

3 - 3

1
4
5
0

2
4
0

3
0
0

2
5
0

2
5
0

1
6
0

2
50

1
0

1
3
8
6

2
2

2
2

1
0

1
4
5
0

3260

230 250 250 263 263 238 225 238 263 263 250 250 230 25

130 250 250 250 275 250 225 225 250 275 250 250 250 130

1022 212 22 228 22 228 22 241 22 241 22 216 22 203 22 216 22 241 22 241 22 228 22 228 22 212 2210

3 3

1 - 1

2 1

1

2 - 2

φ51孔

7

7

7

F.P.

埋込み長 76510

削孔長 775

樹脂注入

22

8 29 38

67 23765

アンカーボルト長 890

M48 1種ナット

M48 3種ナット
座金

M4
8

不陸調整樹脂

5

(t=5mm)
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ガス切断

アンカー削孔既設アンカー切断

撤去撤去

無収縮モルタル打設

新支承

溶接

アンカーボルト定着

3 支承　吊上げ設備／橋軸・直角方向移動用治具（レール材等）取付

4 油圧ジャッキ設置～ジャッキアップ（１支承線同時）

5 既設支承の切断解体

6 既設支承部材の引出し・搬出

7 既設台座のはつり/台座構築（P3・P5のみ）

8 新設支承のアンカーボルト削孔

9 新設支承のアンカーボルト・ベースプレート吊込～移動～設置

10 鋼製台座の取付部の現場孔明/新設ソールプレート溶接

11 鋼製台座の吊込～移動～取付

12 新設支承本体の吊込～移動～設置

14 ジャッキダウン(1支承線同時)～油圧ジャッキ撤去

支承取替フロー

外
主
構
　 

外
主
構 

　
中
主
構
の
順
で
繰
り
返
し

13 無収縮モルタルの打設

1 支点上のジャッキアップ補強

2 ジャッキアップブラケット設置

支承取替ステップ図

支承取替工要領図〔参考図〕

現況  1 ジャッキアップ補強 2 ～ 4 油圧ジャッキ設置～ジャッキアップ

6 既設支承部材の引出し・搬出(2)6 既設支承部材の引出し・搬出(1)5 既設支承の切断解体

 8 新設支承のアンカーボルト削孔 7 既設台座のはつり

注) 1.施工に先行して既設台座高を確認の上調整すること。

 9 

13 無収縮モルタルの打設 14 ジャッキダウン～油圧ジャッキ撤去

支承取替工要領図〔参考図〕

ー

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

 10

新設支承のアンカーボルト・ベースプレート吊込～移動～設置

鋼製台座の取付部の現場孔明/新設ソールプレート溶接

 11 

12

鋼製台座の吊込～移動～取付

新設支承本体の吊込み～移動～設置
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既設支承構造図(その１)〔参考図〕

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

既設支承構造図(その１)〔参考図〕

―
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既設支承構造図(その２)〔参考図〕

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

既設支承構造図(その２)〔参考図〕

ー
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